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融
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榮
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融
危
瞼
と
そ
の
幕
嫁
方
法
の
歴
吏
的
概
槻

三
、
貿
易
金
融
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融
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剛
、

序

読

貿
易
経
螢
活
動
が
物

晶
費
買

活
動

の
本
質
を
有
す

る
限
り
、
そ

の
封
象

と
せ
ら
る

曳
貿
易
商

晶

の
金
融
は
内
國
商
業

に
於

け
る

場
合

と
等
し
く
貿
易
業
者

に
取

つ
て
大

い
に
重
要
性
を
有
す

る
も

の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
殊

に
も
外

國
貿
易

に
於
け

る

わ

商

品
金
融

は
内
國
商
業

に
於
け

る
場
合

に
比
し

て
、
幾
多

の
複
雑
な
制
約
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
ー

時

聞
的
制
約

と
室

間
的
制
約

は
尤
よ
り

、
貿
易
國

が
互
に
貨
幣
制
度
を
異

に
す

る
を
寧
ろ
常
態

と
し

、
異

る
法
制

の
支
配

下
に
置

か
れ
、
更

に
今

日

の
如
く
保
護
貿
易
主
義

、
否
、
國
家
直

接
干
渉
乃

至
は
管

理
に
よ

る
貿
易

活
動

が
急

テ
ム
ポ
を

以

て
全

世
界
を
風
靡
し

つ

玉
あ

る

時
代

に
於

て
は
、
之
等

の
制
約

が
釜

々
複
雑

化
す

る

の
み
で
あ

ら
う
。
人
類
史

上
に
於

て
か
く
交
通

の
獲
達
を
見
た
時
代

は
な

か

つ
た

で
あ
ら
う
。

に
も
拘

ら
す

、
貿
易
史
上
か
《
も
貿
易

活
動

上
に
制
約
を
受

け

て
ゐ
る
時
代
を
見
出

し
得
な

い
奇
異
な

る
現
象

を
農

開
し

て
ゐ
る

の
で
あ

る
。

貿
易
金
融

は
貿
易
業
者

に
最
も
直
接
的
利
害
關
係
を
有
す

る
事
柄

に
薦
す

る
。
然

る
に
、
我
國

に
於

て
は
從
來
專
ら
金
融
業
者

の
槻
黙
ー

主
と
し
て
外
國
爲
替
銀
行
業
者
の
立
場
か
ら
⑳
論
究
に
委
ね
ら
る
玉
の
歌
況
に
あ
つ
た
事
は
大
い
に
省
る
饒
地
が
存

む

す
る
と
考

へ
ら
る

玉
の
で
あ

る
。
筆
者

が
こ

の
小
論
を
起

す

に
至

つ
た
所

以
の
も

の
は
、
正

に
貿
易
金
融
方
法
を
專

ら
商
學
的
立

場

か
ら
、
貿
易
業
者

と
金
融
業

者
と

の
立
場

の
關
聯
を
求

め

つ
玉
、
幾
分
な
り

と
も
系
統
的

に
こ

の
方
面

の
未
耕

分
野

の
開
拓

に

資

せ
ん
と
す

る
念
願
に
基

く
も

の
で
あ

る
。

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
五
九

1)貿 易 経 螢 活 動 な 國 家 自 ら螢 む もの も見 られ る が,こ の 揚 合 の 貿 易 金 融 ぼ本

論 の 培 外 に あ る もの で あ る0

2)」.A.DeHaas,ThePracticeofForeignTrade,NewYork,Ig35,P.309.

C.EGri伍n,PrinciplesofForeignTrade,NewYork,RevisedEdition,

Ig34,P.267.

3)上 叛 酉 三 ・貿 易 経 螢 實 務(昭 和 十 年 刊)P,220。



五
六
〇

貿
易

界

に
於

て
通
常

「
貿
易
金

融
」
(国
昌
き
8

。
臨
蜀
。
a

讐

目
『
巴
o
)
と

い
ふ
術
語
を
以

て
呼
ば

る

玉
内
容

は

一
に
し
て
止
ら
な

い
。
こ

の
概
念
内
容
を
分
類

し

て
見

る

と
少
く

と
も
次

の
五

つ
の
場

合
が
存
す

る
と
考

へ
ら
れ

る
。

EDCBA

輸
出
品
製
造
業
者
に
封
す
る
原
料
品
仕
入

・
製
造
資
金
等
の
融
通

輸
出
業
者
に
封
す
る
輸
出
商
品
仕
入
資
金
の
融
通

輸
出
業
者
に
封
す
る
海
外
販
路
維
持
及
び
開
拓
資
金
の
融
通

輸
出
業
者
に
封
す
る
輸
出
商
品
代
金
に
封
す
る
融
通

輸
入
業
者
に
樹
す
る
輸
入
資
金
の
融
通

之
等

の
内
容

を
要
約
す

る
と
、

A

仕
入
資
金

の
融
通

8

輸
出
商
品

の
金
融

C

貿
易
助
成
振
興
資
金

の
融
通

の
三

つ
に
館
す

る
こ
と
が
出
來

る
。
叉
之
を

「
輸
出
貿
易
金

融
」
(距
塁
昌
8

。
{
国
壱

。
詳
↓
罠
自
⑦)
及

び

「
輸
入
貿
易
金
融
」
(国
§
昌
8

0
=

日
宕
鴇

↓
霊
号
)
の
二
大
項
目

の
下

に
分
類
す
れ

ば
、
A

・
B

・
C
,・
D
は
前
者

に
、
E
は
後
者

に
薦

す
る
。

然

し
そ

の
内
容

は
前
述

の
三
に
蹄
す

る
も

の
で
、
仕
入
資
金

の
融
通
方
法

は
主

と
し
て
、
爲
替
銀
行

(穿

∩冨

轟

・
国
碧
貯
)

の

猫
占
す

る
所
と
な

つ
て
ゐ
る
輸
出
入
前
貸
制
度

の
利

用

・
信

用
歌

制
度

の
利
用

に
よ

つ
て
行
は
れ
、
叉
輸
出
商
品

の
金
融

は
爲
替



銀
行

の
主
要
業

務

の

一
で
あ
る
荷
爲
替
手
形
割
引

に
よ

つ
て
行

は
れ

つ
玉
あ

る
も

の
で
あ

る
。
貿
易
助
成

振
興
資
金

の
融
通
は
、

有
力
な
る
貿
易

企
業

團
燈

又
は
爲
替
銀
行
叉
は
國
家

が
そ

の
資
金
を
貸
付
け

て
行

つ
て
ゐ
る
が
、
就
中
近
時

國
際

貿
易
戦
線
が
異

歌

を
呈
し
貿
易
戦
が
釜

々
激
甚

と
な

る
に
從

つ
て
國
家

が

こ
の
方

面

に
封
し

て
助
成
機
關
を
設
け

て
、
資
金

融
通

の
道
を
講
じ

て

ゐ

る
傾
向
が
著

し
く
目
立

つ
所

で
あ
る
。

貿
易
金
融

は
そ

の
本
質

に
於

て
、
輸
出
入
貿
易
資
金

の
融
通

に
あ

つ
て
、
短
期
資

金
融
通

(ω
ぎ
同
7
目
窪
旨

い
。
き
)
を
以

て
そ

の

.特
色

と
す

る
も

の
で
あ
る
。
然

し
、
貿
易
業
者

の
多
く
は
寧

ろ
潤
澤
な
資
金

を
常

に
擁

す

る

と

云

ひ

難

く
、
蝕

に
於

て
貿
易

金

融

の
内
容

が
必
然
的

に
撰

大
せ
ら
れ

て
、
貿
易
取
引

に
附
随
す
る
他

の
種
類

の

「
金
繰

り
」
も

こ
の
中

に
含

め
ら
れ
て
、
輸
出
品

製
造
業
者

に
封
す

る
金

融
、
貿
易
業
者

に
封
す

る
前
貸
等

の
如
く

、
場
合

に
よ

つ
て
は
相
當

の
長
期

に
亘
る
金
融

が
そ

の
内
容

と

し

て
考

へ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

曳
な

つ
て
く

る
。
こ

玉
に
於

て
か
、
爲
替

銀
行

の
職
能
は
更

に
重
要
性
を
持

つ
こ
と

瓦

な
り

、
世
界
金

融
市

場
に
於
け

る
貿
易
資
金

は
之
等
爲
替
銀
行
を
通
じ

て
貿
易
業
者

に
貸
付

け
ら
れ
、
荷
爲

替

に
よ
る
貿
易
代
金

の
決
濟

、
信
用
状
獲
行

に
よ
る
支
佛
保
誰

の
確
保

等

の
方
法

に
よ

つ
て
貿
易
貸
借

の
國
際

的
決

濟
が
圓
滑

に
行

は
れ

て
ゐ
る

の
で

あ
る
。
次
に
、
此
等
金
融
方
法

の
内
容

は
後
述
す

る
が
如
く
、
貿
易
商
品

の
態
様
-
原
料
品

・牛
製
品

・完
成

品
1

と
頗

る
密
接
な

關
係
を
保

つ
こ
と
を
充
分
に
考
慮

に
入
れ

て
置

か
ね
ば
な

ら
ぬ
。

こ
の
外
、
貿
易
業
者

の
財
的
員

捲
力

、
貿
易

品
消
費
市
場

の
態

様

及
び
枇
會
的

・
政
治
的

・
経

濟
的
事
情
も
大

い
に
重
要
な
役
割
を
演
す
る
こ
と
言
を
侯
た
な

い
。
蓋

し
、
現
代

の
維
濟
組
織

の

下

に
あ

つ
て
は
商
品

の
生
産

と
消
費

と

の
問

の
時

閲
的
隔

た
り
は
可
成
り
久
し
き

に
亘
る
を
常
態

と
す
る
結
果

、
こ

の
期
闇

一
商

留
ハ易
金
…融
山力
法
の
商
墨
・的
考
察

五
山ハ
唄



五
六
二

晶

に
投
下
さ
れ

た
資
本
は
非
生
産

的
と
な
り
投
資
者

は
そ

の
資
金

の
運
用
を
な

し
得
な

い
結
果
と
な

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
若

し
生
産
者

が
該

生
産

品
が
消
費

せ
ら
れ
る

に
至
る
迄

、
そ

の
資
金

同
牧
を
爲
し
得
な

い
場
合

に
於

て
は
、
此
聞

の
金
融

上

の
費
用

及
び
危
瞼

は
全
く
生
産
者

の
員
捲
と
な
る

で
あ
ら
う
。
然

る
に
代
金
前
彿
を
受
け

る
場
合

に
あ

つ
て
は
金

融
上

の
費

用
及
び
危
瞼

員

憺
者

は
仲
介

商
人
或

は
消
費
者

と
な

る
も
の
で
あ

る
。
更

に
生
産

叉
は
製

造
業
者

は
商

品

の
生
産

、
製

造
を
爲
す

に
必
要
な
原

料
仕
入

の
時

よ
り
生
産
、
製

造
完

了
時
迄

の
期
聞

に
於
け
る
費

用
及
び
危
瞼
を
召
ハ憺
し
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

勿
論
之
は
原
債

と
し

て
算

定

せ
ら
る

べ
き

も

の
で
は
あ
る
が
。
他
方

、
消
費
者

と
難
も
商
晶
購
入
時

か
ら
消
費
時
迄

の
間

に
於
け

る
費

用
及
び
危

瞼

の
員
捲
を
冤
れ
得
な

い
も

の
で
あ
る
。

蝕

に

一
言
を
要
す
る

の
は
、
金
融
上

の
費
用
員
憺
と
危
瞼
員
捲

と

の
匝
別

で
あ
る
。
之
等

二

つ
の
内
容

は
全
く
異

る
も
の
で
、

前
者

は
商
品
生
産

・
製

造

の
爲

の
投
資

額
に
封
す

る
利
子

・
貯
藏

・
運
搬

・
販
費
等

に
關
聯

す
る
諸
費
用
を
主
内
容

と
す

る
も

の

め

で
あ
り

、
後

者

は
主

と
し

て
代
金
支
梯
義

務
履
行

上
に
起

る
危
瞼

即
ち
、
貸

倒

・
代
金
支
佛
拒
絶

等

の
危
瞼
を
主
罷

と
す
る
も

の

で
、
之

に
外
國
爲
替
危
瞼

(国
×
魯
き
㈹
o
空
。・
犀
)
が
加

へ
ら
る

X
も

の
で
あ
る
。

然

ら
ば

、
之
等
金
融

上
の
費

用
及
び
危

隙
は
如
何

に
し

て
、
輻
嫁

さ
れ

つ
』
あ

る
か
の
問
題

に
直

面
す
る
。
後
節

に
於

て
説

述

す

る
や
う
に
、
貿
易
獲
達

の
初
期

に
於

て
は
金
融

そ
れ
自
腿
す
ら
圓
滑
を
歌

く
歌
態

で
あ

つ
た

が
今

日
に
於

て
は
、
金
融
機
關

の

獲
達
、
交

通

の
安
全
化

と
共

に
金
融
上

の
費

用
は
確
實

に
建
値

中

に
算

定

せ
ら
れ

、
危
瞼
率
も
漸
次
統
計
的
算

定

の
基
礎

の
上

に

立

つ
て
或

程
度

の
確
率
を
知
り
得

て
、
之
を
貿
易
品

の
物

理
的
損
害
補
償
制
度

に
は
比

す

る
こ
と
は
出
來

な

い
迄
も

、
不

測
の
代

4)所 謂Cre砒Riskと 構 ぜ られ ろ もので,こ の方面 の研究 に本邦 では まだ獲

蓮 な見 な いが,英 ・米 ・佛國等 では大 いに研究ぜ られ てゐ ろ所 で あ ろ。



金

同
牧
上

の
損
失
獲
生
危
瞼
を

8
く
窪

す

る

制

度

の
獲

達
を
見
る

に
至
り

、
叉
爲
替
攣

動
よ
り
生
す

る
危
瞼
も
之
を
爲

替
豫
約

(国
9
箋
霞
麟
国
×
。審
轟

①
O
。
韓
同
9
ε

に
よ

つ
て
大

凡
完

全

に
防
止
し
得

る
状
態

で
あ

る
。

本
論

は
、
主
と
し

て
輸
出
貿
易
金

融
方
法
を

專
ら
商
學
的
立
場

か
ら
考
察
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

限
り

に
於

て
前
述

の
費

用
及
び
危
瞼

の
員
憺
限
界

の
問
題

に
燭
れ

る
こ
と

エ
す

る
。

二
、
貿
易
金
融
危
険
と
そ
の
韓
嫁
方
法
の
歴
史
的
概
観

後
節

に
於

て
貿
易
金

融
方
法

の
分
析
を

取
扱

ふ
に
當
り
、
先

づ
世
界
貿
易
史
上

に
於
け

る
貿
易
金
融
危
瞼

の
攣

遜
過
程
を
概
観

す

る
こ
と
は
、
本
論
を
進
む

る
上

に
大

い
な
る
役
立
ち

と
な
る

こ
と

玉
考

へ
ら
れ

る
。

凡
そ
外
國
貿
易
史
が
世
界
史
上

に
そ

の
第

一
頁
を
飾

る
に
至

つ
た
時

か
ら
今

日
に
至
る
迄

、
常

に
貿
易
業

者

の
考
慮

の
封
象

と

な

つ
た

こ
と
は

「
如
何
な
る
商

品
を
如
何
な

る
組
織

に
よ

つ
て
取
61

し
て
利
潤
を
獲
得
す

る
か
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

つ
た

で

あ

ら
う
。
ま

た
將
來

に
於

て
も
し
か
あ

る
べ
き

で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
國
際
貿
易
金
融

に
内
包

せ
ら
れ

る
危
瞼
は

、
そ

の
國
際

う

貿
易
機
構

と
貿
易
商
品
機

構
と

の
聞

に
頗

る
密
接

な
關
係

が
存
在
す

る
と

い
ふ
こ
と
で
あ

み
。
さ

て
世
界
貿
易
史
を

こ
の
立
場

か

わ

ら

観

察

し

て
見

る

と
大
約

次

の
四

期

に
分
類

す

る
こ

と

が
出

來

る
。

第

一
期

は

竃

窪
。
冨

暮

鑑

〉
牙

①茸
舞

窪

の
活

動
時

代

で
あ

る
。

思

へ
ば
英

國

に
於

て
は

、

缶
窪

蔓

日

(
一
トり
O
圃
-

昌
トり
"
ゆ
)

の

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
六
三

E
㎞
鞘

り

勾

M.ShenkmanrInsuranceagaillst

}don,Ig35,P.3.

看にShenkman氏 の 分 類 に 從 ふ ご

CreditRisksillInternationalTrade,

とNし すごo(Shenkman,ibid.,P.3.)



五
六
四

時

代

]≦
⑦
鴇
冨

三
ω
。
h
目
ゴ
。
ヨ
器

箇
切
9
冨

砕
と

い
ふ

一
組

合

誕
生

し
、
之

が

目
冨

O
。
ヨ
冨
越

。
貼
冒

。
旨
冨

葺

。
{
〉
穿

。
耳
霞

自
・。

の
前
身

と
な

り

、
貿

易

組

合

と
し

て
大

い

に
商

灌

損

張

を
圖

つ
た
も

の

で
あ

つ
た
。

こ

の
時

代

の
貿

易

は

「
特

許

會

杜
」

(O
訂

7

の

9
器
島
O
。
B
冨
越
)
の
猫
占
す
る
所

で
あ

つ
た
が
、
之

が
久

し

い
聞
英

國

の
貿
易
界
を
濁
占
し
、
望

器
ぴ
。
臼

時

代

に
於
て
は
和
蘭

と

の
貿
易

額
は
年
額
千

二
百
萬

含

∩鉾

(H
費

∩碧
11
㊤
ω議
一ぎ
びQ
巴

に
達

し
た
と

い
ふ
。
之
は
猫
り
英

國

の
み

に
止

る
現
象

で
は
な

く

、
佛
國

の
如
き
は

一
五
九
九
年
か
ら

一
七
八
九
年

に
至

る
間

に
於

て
、

こ
の
種

「
特
許

會
肚
」

の
設
立

せ
ら
れ

た
も

の
七
十
以

上

に
及

び
、
和
蘭

に
於

て
も
頗
る
こ

の
種

の
會
肚

が
活
躍

し
た
の
で
あ

つ
た
。

ヘ

へ

然

ら
ば

、
こ

の
時
代

に
於
け
る
貿
易

商
品

の
特
異
性
は
如
何
な
る
黙

に
存

し
た
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ

は
総
艦
的

に
高
債

で
あ

つ

め

へ

も

た

こ
と
、
拉

に
品
種

に
於

て
頗

る
限
ら
れ

て
ゐ
た

こ
と
に
あ

る
の
を
見
出
す

の
で
あ
る
。
蓋
し
、
海
陸

の
交
通

未
だ
開
け
す

運
搬

の

に
頗

る
不
便
を
感
じ
た

こ
と
が
こ
の
特

異
性
を
生
ぜ
し
め
る

に
至

つ
た
も

の
で
あ
ら
う
。

第

二
期

は

O
。
ヨ
ヨ
巽
∩巨

切
3
冨
同
勃
興
時
代

で
あ

つ
て
、
こ

の
時
代

に
於

て
は
貿
易

商
品
需
要

の

一
般
化
傾
向

が
著

し
く
看

ら

れ
、
之

と
同
時

に

切
三
ξ

O
。
ヨ
日
。
山
三
①ω
の
荷
動
き

が
漸
次
現
は
れ
、
之

が
海
外

に
販
路
を
見
出

し
て
、
資

本

の
同
韓
漸

次
行
は

れ

る
に
至
り

、
更

に
他

方

に
於

て
は
各
國
.々

民
相
暴

つ
て
貿
易
活
動

の
圏
内

に
入
り

込
む

に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
要
約
す
れ
ば
、

國
際
貿
易
上

に
於
け

る
商
品
需
要

の

U
・
ヨ
8
雷
静
彗

自

時
代

で
あ
り
、
之
を
契
機

と
し
て

O
。
巳
ヨ
窪
∩凶巴

切
お
ぎ
㎏

が
國
際

貿

易

の
舞
台

に
乗
出
し
始

め
た
時

代

で
あ
る
。
此
れ
實

に
十
四
、
五
世
紀

の
過
渡
期

の
後

を
承
け

て
、
十
六
世
紀

の
初
め
新
航
路

、

諸
大
陸

の
獲
見
相
次

い
で
起

つ
た
時
代

の
商
品
構

成
蛇

に
貿
易
経
螢
主
髄
構
成

上

に
獲

生
し
た
攣
化

の
緯
省

圖

で
あ

つ
た

の
で
あ

3)英 國 に於 け る貿 易 會 砒 の濫 膓 ばStapleMerchantsに 獲 し,之 は十 八世 紀 ま

で存 績 し,そ の主 要 業務it英 國 品 の輸 出 に あつtこ 。 英 國1こ於 てChartered

Companyが 設 立dら れ る に至 つ たのIll,十 六 世 紀 末 葉 の こ とで あ ろが,こ

の 前,身 ばMerchantAdventurersで あつ アこの で あ ろ。

4)Shenkman,ibid.,P.3。

5)HaaS,ibid.,p.2.・



る

。

の

第

三
期
は
國
際

的

カ
ル
テ
ル
及

び
各
種
合
同
企
業

組
織

の
時
代

で
あ
る
。
O
。
日
日
2
。配

切
δ
犀
巽

活
躍

の
熾
烈
さ
は
、
同
胞
相

互

に
喰
み
合

ふ
の
惨
劇
す
ら
生

み
出
す

こ
と

玉
な
り
、
蝕

に
そ

の
結
果

と
し
て
現
は
れ
る
の
は
資
本

力

の
張
化
で
あ
り
、
從

て
組

織

の
張

化

。
企
業

合
同
を
誘
導

せ
す

に
は
置

か
な

い
。
之

が
國
際
的

カ
ル
テ

ル
及
び
各
種
合
同
組
織

の
擾
頭
を
齎
ら
し
た
敏
洲
大

職
直
前
迄

の
時

代
相

で
あ

つ
た
。

次

に
最
絡
階

梯
と
し

て
の
第

四
期
は
、
彼

の
世
界
戦
史
上
未
曾
有

の
欧
洲
大
職
を
契
機
と
す
る
時
代

で
あ

つ
た
。
即
ち
世
界
主

　

要

國
が
職
争

と

い
ふ

一
大
危
機

に
直
面

し
て
、
之

に
封
盧
す

る

に
貿
易

政
策

の
國
家

的
統
制
を
圖

つ
た

實

は

一
時
的
統

制
手

段

で
あ

つ
た
も

の
が
、

職
後

の
経

濟
政
策

と
し

て
踏

襲

せ
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
た
今
日

に
至
る
迄

の
時
代

で
あ
る
。
自
由
貿

易
政
策

よ
り
保
護

貿
易
政
策

へ
の
急
角
度
的
臨
換

時

代

貿
易

部
面

に
國
家

が
そ

の
統

制

の
手
を
伸
ば

し
始

め
、
か
く
綾

け
ざ

る
を
得
な

い
時
代

で
あ
る
。

然
ら
ば
、
以
上

四
時

期

に
於

て
貿
易
金
融
危
瞼
簿
嫁
方

法
は
如
何
な

る
攣
遽
過
程
を
辿

つ
た
か
、
今
吾
人

は
こ

の
経

過
に

つ
い

て
素
描
を
試

み
る
に
當
り
、
頗

る
明
快
且
透
徹

な
る
考
察

の
先
駆
を
な
し
て
ゐ
る

。。
冨
爵

ヨ
碧

氏

の
論

述
を

申
心
と
し
て
論

を
進

め
た

い
と
思
ふ
。

第

一
期
時
代

古
代
及
び
中
世

の
特
許

會
祉

の
初
期
、
ハ
ン
ザ
同
盟

(=
き
q・
①
い
$
σq
焉
)
を

以
て
特

徴
づ
け
ら
れ

る
此
時
代

に

於

て
は
、
海

上
輸
逡
中

に
於
け
る
貨
物
損
傷
及
び
其
他
よ
り
獲

生
す
る
貿
易
業
者

の
受
け
る
個

人
的
危
瞼

の
員
憺
を
輕
減
す

る
た

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
六
五

佐 伯三郎 ・世界商業吏綱 要(昭 和 十年 刊)p.460

6)Shenkman,ibid.,p,3・

7)Shenkman,ibid.,P.3.

以 下 謬 照o



五
六
六

の

め
そ

の
属
す
る
會
杜

・
同
盟
そ

の
他

の
集
團
構
成
員

に
そ

の
危
瞼
分
散
を
行

つ
た

の
で
あ
る
。

こ

の
當
時

に
於
け
る
危
瞼

の
中
最

も
重
要
覗
せ
ら
れ

た
の
は
、
信

用
危
瞼

(()NO
山
一斤
国
一〇D貯
)
で
あ

つ
た
。
英
國
及
び
愛

蘭

の
組
織
統
制

せ
ら
れ
た
大
多
藪

の
貿
易
會
砒

は
貿
易

品
の
供
給

市
場

に
於

け
る
猫
占
櫨

を
掌
握

し
、
貿
易
塗
塁

(聞
o
再
。。)
及
び
武
力
を
以

て
猫
占
市
場

の
擁

護

に
努

め
、
信

用

貸

上
の
損
失
は
之
を
彊
制
的

に
組
合
員
相

互
間

に
於

て
填
補
す
る
か
、
或

は
貿
易

に
よ
る
莫
大
な
利
潤

に
よ

つ
て
之

を
補

填
し
た

も

の
で
あ

つ
た
。
各
市
場

の
分
野
は
各
貿
易
禽
耐

に
よ

つ
て
、
分
割
猫
占

せ
ら
れ

た

の
を
常
態
と
し
た
こ
と
は
注
目

に
値
す

る
所

で
あ
る
。

此
當
時

に
於
け
る
貿
易
取
引

の
決
濟

に
於

て
は
信
用
貸

に
よ
る

こ
と
が
極
力

同
避

せ
ら
れ

て
ゐ
た

の
で
あ

る
が
、
之
は
當
時

の

交

通
上

の
諸
障

碍

に
よ
る
こ
と
は
勿
論

で
あ
る
が
、
之

に
加

へ
て
信
用
貸

に
封
す

る
利
息
牧
得
行
爲

が
宗
敏
的
思
想

と
相
容
れ
な

の

か

つ
た
こ
と
が
考
慮

に
入
れ

ら
れ

ね
ば
な
ら

ぬ
。
之

と
同
時

に
、
當
時

は
信
用
貸
取
引
方
法

の
悪

用
及
び
詐
欺
的
行
爲

の
防

止
方

法

が
飲
除
し

て
ゐ
た
こ
と
が
、
こ
の
取
引
方
法
を
頗

る
困
難

に
し
た

の
で
あ
る
。

統

制
的
組
合

の
形
態
は
漸

次
時
代

の
要
求

に
鷹

じ
て
、
更

に
効
果
的
な
組
織
形
態

を
取
る

べ
く
國
家

の
力

を
得

て
、
敏

に
株
式

動

會
肚

の
形
態
を
具

へ
る
に
至

つ
た

の
は
十
七
世
紀

の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
組
織

に
よ

つ
て

一
暦
諸
種

の
危
瞼

分
散
が
行

は
れ

る
に

至

つ
た

の
で
あ
る
。

第
二
期
時
代

1

は
新
市
場
開
拓
と
海
外
取
引
先
に
封
す
る
金
融
方
法
を

喜
興
巴

化
し
よ
う
と
す
る
思
想
を
以
て
始
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
英
國
に
於
け
る
革
命
及
び
外
國
市
場
猫
占
の
統
制
的
貿
易
會
肚
の
勢
力
衰
微
に
代
る
に
、
株
式
會
杜
組
織
企
業
披

8)

9)
Io)

Shenkman,ibid.,p.4.佐 伯 ・前 掲 書p.202以 下 肇 照o

佐 伯 ・前 掲 書p.229.

此 當 時 英 國i:於 てlt之 等 の 會 杜 の 利 盆 率1‡30,50～loo%に 達 し,叉 當 時 の

TheRussiaCompanyのExpeditionに よ つ て,1568-73年 の 間1:於 て 年 々

Io6%,叉1611-12年 に 於 てgo%な 」険盆 し,Drakeの 世 界 一・週 胃 陰 取 引t:S ,

ろ 利 盆ii華…は投 資 額 の4,600%な り し とい ふo(Shenkman,lbid.,P.5.)



充

の
後

を
享
け
て
貿
易
事
情
は
異
常
な
攣

化
を
來
し
た

こ
と
は
寧
ろ
當
然

と
す

べ
き
で
あ
ら
う
。

猫
占
的
貿
易
時
代

か
ら
自
由
競

ヘ

ヘ

ヘ

へ

争
的
貿
易
時
代
、へ
の
蒋
化

に
外
な
ら
な

い
。
之

と
共

に
、
貿
易
経

螢
形
態

も
集
團
組
織

よ
り
個
入
組
織

へ
の
移

行
を
必
然
と

せ
ら

れ

、
蝕

に
濁

立
輸
出
業

者
は
重
要
な
役
割
を
演
す

る

こ
と

製
な

つ
た

の
で
あ
る
。
今

や
貿
易
業
者
は
そ

の
輸
出
晶

の
数

量
上

の
制

限
か
ら
解

放
せ
ら
れ

て
、
欲
す
る
限
り

の
歎
量
を
輸
出
し
得
る

に
至
り

、
商
品

の
活
動
性

が
援

大
す
る

に
伴

つ
て
、
仕
入
及
び
其

他

の
資
金
借
入
も
愈

々
容
易

と
な
り
、
從

つ
て
海
外
輸
入
業
者

へ
の
信

用
貸
も
從
來

に
比
し

一
暦

臣

窪
巴
と
な
る

に
至

つ
た

の
で

山

あ

る
。

か
く
し

て
十
八
世
紀
申
葉

に
は
漱
洲
物
産

の
輸
入
業
者

に
封
す

る
金
融

及
び
原
料
品

・
食

料
品

の
海
外
供
給
者

に
封
す
る
金

融

は
頗

る
大
規
模

に
行
は
る

玉
こ
と

玉
な
り
、
從
來
自

國
植
民
地
と
の
貿
易

を
制
限

し
て
ゐ
た
英

國

・
和
蘭

・
西

班
牙
及
び
佛
蘭
西

の
や
う
な
諸
國
は
漸
次
之

を
慶
す

る
に
至

つ
た
。
こ

の
情
勢

に
次
ぐ

に
、
北
米
合
衆
國
及
び

ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
諸

國

の
猫
立
宣

言
起
り

、
更

に
十
九

世
紀
初

に
於
け
る
産
業
革
命

に
よ
り
齎

ら
さ
れ
た
世
界
貿
易

の
商

品
構
成

の
根
本
的
攣
革

が
之

に
拍
車
を
加

へ
て
、
欧
洲

工
業
産

物

の
新

し

い
流
れ
場

を
開

き
、
同
時

に
食
料
品
輸
入

の
薪
供
給
地
を
得
る

に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
現
在

に
於

け
る
外
國
貿
易
組
織
機
構

及
び
そ

の
金

融
方
法

の
大
部
分

は
、
そ

の
源
泉
を
實

に
此
等
外
的
攣
化

の
過
程
中

に
求

め
得
る

の
で
あ

る
。こ

の
第
二
期
時
代

の
特
質
と
見

る

べ
き
は
敵
洲

の
生
産

者
が
海

外

の
需

要
者
と
密
接

な
配
給
關
係
を
創
設
し
た
こ
と
拉

に
、
之

動

と
同
時

に
中
間
商

人
が
頗
る
そ

の
重
要
性
を
嚢
揮
す

る

に
至

つ
た

こ
と
で
あ
る
。
今
英

國

に

つ
い
て
見
る
も

、
當
時
彼

の
國

に
於

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
六
七

II)Shenkman,il)i4・,P.5.

12)Shenknian,ibid.,p.6.



五
六

八

け
ち
原
料
晶

及
び
食
料
品

の
輸
入
は
殆

ん
ど
大
手
筋

の

O
。
B
日
誘
凶8

頃
呂
犀
窪

の
手
中

に
蹄
し
、
之
等
中
間
商
人

の
職
能
は
貨

物

販
費

に
の
み
限
ら
れ

て
ゐ
た
も

の
で
、
金

融
職
能
は
植
民
地
銀
行

((
〕O
一〇
昌
一騨一
切
鉾
昌
犀
)、
貯
蓄

銀
行

及
び

]≦
霞
∩冨
三

守

鳥

2

に

委
ね
ら
れ

て
ゐ
た

の
で
あ

つ
た
。
然

し
財
的

に
堅
實

な
商
肚

は
、
時

に
銀
行

よ
り
金
融
を
得

た
も

の
も
あ
る
が
、
多

く
は
自

己
資

本
を
以

て
貨
物

輸
逡
中

に
於
け
る
金
融
を
引
受
け

る
の
み
な
ら
す

、
牧
獲
季
節

に
先
立

つ
て
生
産
者

に
封
し

て
多
額

の
前
貸
す
ら

行

つ
た

の
で
あ

る
。
現
在
英

國

に
於
て
外
國
手
形
取
引
を
大
規
模

に
行

つ
て
ゐ
る
多
く

の
商
杜
は
、
嘗

て
輸
出
入
業
者

(H9
宕
答

§
鮎
国
巷
。
#

冨
巽
。
冨
暮
)
で
あ

つ
た
も

の
で
あ

る
。
然
る

に
銀
行
業

の
護

達
に
よ

つ
て
之
が

竃

霞
。
冨
三

の
主
要
機
能
を
失

ふ
に

至
り
、
叉
他
方
貿
易
商

品

々
種

の
増
加
及

び
品
型

の
急
激
的
憂
化
を
生
じ
た
こ
と
が
大
量

の
貨
物
在
庫

に
更

に
危
瞼
を
加

へ
る

こ

と

玉
な
り

、
更

に
見
本
費

買
が
漸

次
盛
ん
と
な
り

、
豫

め
大
量

に
貨
物
買

入

の
必
要

が
減

少
す
る

に
至

つ
た

こ
と
も
加
重

し
て
、

勒

鼓

に

]≦
巽
。
訂
葺

を

O
。
B
日
凶。・ωδ
昌

団
。
ロ
。・・

へ
轄

化

せ

し
む

る

に
至

つ
た

の
で
あ

る

。

こ

の
傾
向

を

米

國

に

つ

い
て
見

る
も

、
今

日

に
於

て
は

竃

自
9

9。
簿

は
漸

次

に
そ

の
存

在

を

失

ひ

つ

玉
あ

る
状

態

で

、
他

の
諸

國

に
比

し

て

O
。
B
ヨ
寓

凶。
昌
出
。
岳
㊦

の
獲

達

拉

に
利

用

は
實

に
目

畳

ま

し

い
も

の
が

あ

り

、
]≦
興
浄

き

舟
は

そ

の
本

來

の
職

能

の

鋤

み

で
は
立
行

か
な

い
歌
態

で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
猫
り
英
米

の
み
な

ら
す

、
特

殊
事
情

の
存
し
な

い
限
り

世
界

一
般

に
見

ら
る

玉

翰

所

で
あ

る
。

第
三
期
時
代
-

は
世
界
各
地
に
於
け
る
激
し
い
工
業
化
の
過
程
を
以
て
特
質
づ
け
ら
れ
る
。
工
業
化
は
何
を
齎
し
た
か
1

先

づ

機

械

類

、

諸

種

設

備

及

び

消

費

財

((
)O
昌
oo
⊆
5
P
O
H
層◎り
(
甲
◎
O
山
ω
)
に

代

は

る

に

、

生

産

財

(勺
お

含

8

㌦
の

0
8

琶

の
費

上

高

の

増

13)
14)

i5)

Haas,ibid.,PP.239--240.

Gri缶n,ibid.,P.191.

Haas,ibid.,PP.237-8。



加
之

で
あ
る
。
次

に
企
業

の
集

中
化
、
合
同

の
傾
向

に
伴

ふ
機
械

・
電
氣

・
化
學

・
自
動
車
其
他

の
工
業
部
門

に
於
け
る
カ

ル
テ

ゆ

ル
及
び
企
業

合
同

(()O
口P日
O
目O
一僧
一
(UO
ヨ
ぴ
凶昌
9
侍一〇
昌
)
で
あ
る
。
之

等
の
工
業

、
製

造
晶

の
販
費

は
從
來

の
媒
介
機

關
を
通
す
る

こ
と

な

く
、
各

々
の
資
本
的

に
彊

化
し
た

工
業
會
肚

が
直
接

に
海
外
主
要
市
場

に
販
費
機
關
を
設
け

て
、
費

込

に
從
事
す

る
に
至

つ
た

の
で
あ
る
。
元
來
、
金
物

器
具
類

.
機

械
類

・
電
氣
設
備
機
械
器
具

の
製
作

拉

に
造
船

・
鐡
道
敷

設

・
埠
頭
築
設

・
運
逡
諸
設
備

及
び
其
他

一
般
建
設
事
業
は

世
界
貿
易
額
中
頗

る
重
要
な
部
分
を
占
め
る
も

の
で
あ
る

が
、
そ

の
金

融

に
は
莫
大

の
資
本
を
要
す

る
も

の
で
あ
る
。
こ

の
目
的

に
封
し

て
は

O
。
ヨ
日
魯
。
箪

竃

賃
9
§
什
の
限

ら
れ

た
資

本
、
或

は
銀
行

の
短
期
資
金

は
充
分

に
そ

の
用
を
達
す
る

こ
と
を
得
な

い
。
そ

の
結
果
建
設
事
業

に
必
要
な
資
本

の
大
部
分
は
當

然
、
投
資
市
場

に
仰

が
ざ
る
を
得
な

い
こ

と

玉
な
る
。

由

來
、
販
費

上
に
於
け
る
生
産

財

の
金
融
危
瞼

は
他

の
諸
品

の
販
費

に
於
け

る
場
合

に
比
し

て
大
な
る
も

の
で
あ
る
。
何

と
な

れ
ば
、
近
代
産
業

に
於
け
る
企
業

の
集

申
化
及
び
合
同

の
顯
著
な
傾
向
は
個
罷
的
企
業
軍
位

の
大

い
さ
を
撰
大
し
、
從

つ
て
各
取

引
平
均
額
も
増
加
す
る

と
と

曳
な
り
、
そ

の
結
果

、
倫
鍵

率
も
平
均
的

に
檜
大
す

る
か
ら
で
あ
る
。
而

し
て
、
こ

の
危
瞼
は

わ

輸
出
製
造
業
者
或
は

一
般
投
資
者

の
負
捲
す

る
所

と
な
る
も

の
で
あ
勧
α

か
く

て
、
第

四
期
時
代

に
入
る
。
か

つ
て
十
九

世
紀
に
於
け

る
貿
易
界

の
花
形

で
あ

つ
た

国
巷
。
洋

目
。言
冨
暮

は
此
世
紀
に
於

て
は
國
際
的

カ
ル
テ

ル
乃
至
は
企
業
合
同
組
織

に
よ

つ
て
漸
次
代
は

ら
れ
、
更

に
大
職
後

は
國
家

が
漸
次
貿
易
経
螢

主
鎧

と
し

て

重
要
な
地
位
を

確
保
し

つ

玉
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
貿
易
経
螢
組
織
上

の
攣
革
は
貿
易
金
融
方
法
拉

に
金
融
危
瞼
員
権
…の
上

に
重

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
六
九

16)外 國 貿 易 経 螢 に 於 け ろComblnationiこ つ い てlt,Haas,ibid.,P.432以 下

塗 照 。

17)Shenkman,ibid.,p.7.



五
七
〇

大
な
攣

化
を
齎
し

つ
玉
あ
る
こ
と
は
論

を
倹
た
な

い
所

で
、
貿
易
業
者
蛇

に
國
家
自
腿

に
封

し

て
新

し

い
諸
種

の
難
問

題
を
提
出

勘

す

る

に
至

つ

て
ゐ

る

の
で
あ

る

Q

三
、
貿
易
金
融
方
法
決
定
要
因
の
吟
味

前
節

に
於

て
吾

人
は
、
「
貿
易
金
融
危
瞼

と
そ

の
轄
嫁
方
法

の
歴
史
的
概
観
」
を
試

み
た

の
で
あ
る
が
、
少
く

と
も
経

濟
活
動

の

わ

将
内

に
入

る
べ
き
諸
活
動
は
何
等
か

の
形

に
於

て
の

零
ω犀
を
俘

ふ
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な

い
所

で
あ
る
。
之
を
假

に

O
H
崖
旦

の

わ

用

語
に
從

つ
て

国
8
昌
o
ヨ
言

表
。・犀
と
稽
す

る
と
否
と
に
拘

ら
す
、
そ

の
本
質

は
そ

の
活
動
内

に
或

る
種

の

「
不
確
定
さ
」
(q
暑
o
学

雷
ぎ
な
)
を
内
在
し

て
ゐ
る
こ
と
に
存
す

る
。

今
輸
出
業
者

が
輸
入
業

者
と
貿
易

取
引
を
螢
む

に
當

つ
て
そ

の
輸
出
貨
物

の
金
融
を
如
何
な

る
方
法

に
よ

つ
て
圖

る
か

の
問

題

に
直

面
す

る
場
合
も
、
必
然
的

に
こ

の
危
瞼
要
素
が
入
り
込
ん
で
來

る
も
の
で
あ

る
。

`

然
ら
ば
、
如
何
な
る
形
態
に
於
て
こ
の
商
事
危
瞼
が
貿
易
金
融
方
法
i

今
吾
人
の
主
と
し
て
考
察
し
や
う
と
す
る
輸
出
貿
易

金
融
方
法

の
申

に
潜
ん
で
ゐ
る
で
あ

危
う
か
。
筆
者

は
読
述

の
便
宜
上
次

の
五

つ
の
主

要
形
態

に
於

て
之
を
考
察

し
や
う

と

す

る
。

A

販
費
市
場

の
態
檬

18)P.V.Horn,InternationalTradePrin6iplesandPractices,NewYork,

Ig35,P・Io5.

1)Griffln,ibid.,P.35() .

2)之 なBusinessRiskと 呼 ぷ 學 者 もあ る が
,そ の 名 僻 の 如 何1:拘 らず,Risk

の 本 質 なUncertaintyに 求 め て ゐ ろ こ とlt同 一 で あ る。(C.0.Hardy・Risk

andRisk-Bearlng,Chicago,Ig23,P.1)



B

商

品

の
態

様

C

費

買
契
約
履
行
上

の
危
瞼

D

爲
替
相
場
攣
動

上

の
危
瞼

E

枇

會
的

・
政
治
的

・
経
濟
的

・
其

他

の
事
情
攣
動
上

の
危
瞼

鋤

販
萱

市
…場

の
態
檬

(

一
貿
易
商

品

の
新

販
路
を
見
出
す

こ
と
自
身

が
現
在

の
や
う
な
國
際
情
勢
で
は
頗

る
難

事
に
屡
す

る
こ
と

で
は
あ

る
が
、
こ
の

時

に
於

て
大

い
に
考
究
す

べ
き

一
事
は
そ

の
貿
易
商

品
の
金

融
方
法

と
、
目
的
販
費

市
場

の
性
質

と

の
關
係

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
総

て
の
市
場

に
同

一
金
融
方
法
を
以

て
向

ふ
こ
と
の
如
何

に
誤
謬

の
甚

し
き

も
の
で
あ
る
か
は
、
世
界
各
市
場

の
商
習
慣

、

金
融
機
關

の
欣
況
、
法

制

の
相
異
等

の
事
實

か
ら
考

へ
て
も

明

ら

か

で

あ

る

が
、
尚
之
を
誰
す

る
幾
多

の
實
例

が
基
げ
得
ら
れ

る
。
例

へ
ば

ブ
イ

リ

ツ

ピ

ン
島

の
各
市
場

に
於

て
は
、
同
島
人
経
螢

の
輸
入
商
枇

の
資

本
力

が
限

ら
れ

て
ゐ

る
關
係

上

目
≡
.傍

　

因
8
。
菅

が
中
聞
的
金
融
手
段
と
し

て
歓
洲

に
於
け

る
よ
り

も
重
要
な

る
役
割
を
演

じ
て
ゐ
る
こ
と
が
見

ら
れ

る
。
そ
れ

で
ブ
イ
リ

ツ
ピ
ン
商
人
よ
り

の
船
積
指

国
に
は
通
例
、
手

形
引
受
銀
行
を
指

定
し

て
あ

る
が
、
之
は
彼
が
特
定

銀
行

と
約
定
を
結
び

↓
控
鴇

耀

a

讐

の
差
入

に
よ
つ
て
現
金

支
彿
を
な
す

こ
と
な
く
貨
物
を
引

取
り
之
を
費
却
後

、
銀
行

に
支

彿
ふ
た
め

の
便

宜

か

ら

で

あ

肋
・叉

市
場

の
大

い
さ
が
如
何

に
金
融
方
法
決

定

の
要
因

と
な

る
か
の
適
例
は
、
英

領
印
度

と
の
取
引

に

つ
い
て
見

る
こ
と
が
出
來

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
七

一

3)F.R.Eldridge,FinancingExportShipments・NewYork・Ig30,PP・31-2・



五
七
二

る
。
等
し
く
印
度

市
場
と
構

し

て
も
荷

受
人

の
所
在
す

る
市
場

の
大

い
さ
1
商
品
消
費
能

力

の
大
小
i

に
於

て
例

へ
ば

頃
。
ヨ
ぴ
昌

又
は

9

巨

§

の
如
き
大
市
場
と
奥
地
の

一
小
市
場

〉
日
葺
。・霞

と
は
そ

の
市
場

の
商

品
消

化
力

に
大
な

る
相

異
が
存

す

る
。
假

令
重
要
商

品
な
り
と
し

て
も
奥
地

の

一
小
市
場

に
於

て
は
需
要
量

が
頗

る
小

で
あ

る
か
ら
、
若

し
代
金

同
牧
上

に
支
障
を

來
す
場

合

に
於

て
は
、
市
場
需
要

の
勘

少
と
金
融
機
關

の
不
備

と
相

合
し
て
代
金

同
牧
不
能

の
危
瞼
を
惹
起
し
易

い
。

こ
の
や
う
な
場
合

は
、
當
然

、
前
彿
叉
は

一
流
銀
行
獲
行

の
確
認
信
用
歌
を
買

人
に
要
求
す

る

の
方
法

に
出

る

の
が
費
人

に
と
つ
て
最

も
安
全
策

と

り

云
は
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。

更

に
法
制
上

の
相

異
よ
り
起

る
危
瞼

の
著
し

い
例

と
し

て
、
南
米

コ

ロ

ン
ビ

ヤ
國

へ
の
輸
出
上

の
規

定

に
つ
い
て

一
言
す

る

と
、
同
國

へ
の
輸
出

に
は
恥

條
件

に
す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
そ

の
理
由

は
同
國

の
船
會

就
は
荷
受
主

が
指
圖
式

船
概
誰
券
を
所

持

し
な

い
と
い
ふ
理
由

の
み
で
貨

物

の
引
渡

を
拒
む
灌
限
を
與

ぺ
ら
れ

て
は
ゐ
な

い
か
ら
で
あ

る
。
積

荷
目
録

に
よ

つ
て
同
人

が

の

荷
受
主

な
る
こ
と
が
確

め
ら
れ

る
に
於

て
は
、
彼
は
船
荷
誰
券
所
持

の
有
無

に
拘
ら
す

貨
物
を
入
手

し
得

る

の
で
あ

る
。

次

に
市
場
と
販
費
機
關

の
性
質

と

の
關
係

に
つ
い
て
考
察

し

て
見

る
に
、
先

づ

図
岩

。
旨

O
。
日
且

。・。・δ
昌
缶
。
島
・
を
通
す

る
場
合

に
於

て
は
、
こ

の
機
關

が
特

に
販
費
市
場

の
特
異
性

に
通
曉

し

て
ゐ

る
關
係
上

、
無
維

瞼
な

る
輸
出
業
者
(
主
と
し

て
製
造
業
者
)

に
封
し

て
金
融
上
頗

る
便
宜
を
與

へ
得

る
も
の
で
あ

る
。
之

等

の

O
。
ヨ
日
一。…
δ
ロ
=
。
ロ
ω。
は
概
し

て
最

も
有
望
な

る
限

ら
れ
た
市

場
を
確
保
し
、
必
す
し
も
世
界
各

地

の
市
場

に
取
引
網
を
有
す

る
も

の
で
は
な

い
。
例

へ
ば

ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ

カ
の
西
海
岸

に
主

力
を
注

い
で
本
店

を
智
利

に
置
き
、
次
に
は
英
本
國

に
、
更

に
中
央
亜
米
利
加

に
取
引
網
を
張

る
な
ど
こ
れ

で
あ

る
。

こ
の
取
引

4)Eldridge,ibid.,PP.32-・3.

5)Eldridge,ibidりPP.36--7.



網
を
成

る
可
く
連
絡
あ

る
地
方

に
有

す

る
こ
と

の
必
要

は
、

こ
の
種

の
媒
介
機
關

が
漸
次
金
融
機
關

の
性
質
を

濃
厚

に
し

つ
玉
あ

る
事
實

か
ら
愈

々
そ

の
重
要
さ
を
加

へ
る
も

の
で
あ

る
。

然

る
に

]≦
程
無
9
9
ξ
①
δ
.
諺
囎
暮
ω
は
之

に
封

し

て
そ

の
本

務
が

国
巻
。
旨

O
。
ヨ
ヨ
一。。q・凶。
昌

国
。
岳
・
と
は
頗

る
趣
を
異

に
し
、

海
外
よ
り
註
丈
を
得

て
之

を
製
造
業
者

の
委
託

に
基

い
て
輸
出

す
る
も
の
で
、
貨
物

の
金
融

に
つ
い
て
は
製

造
業
者

が
自

ら
之

に

の

當
ら
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
の
で
あ

る
。
從

つ
て

目

舞
亀
碧
9
器
誘
.
》
げq
①三
ω
に
と
つ
て
は
專

ら
海
外

に
可
及
的

に
多
数

の
販
路
を

有
す

る
こ
と
が
最

重
要
事

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
即
ち

こ
の
種

の
機
關

の
蓮
用
は
實

に
販
費
術

の
功
拙

に
懸

つ
て
ゐ
る
と

い
ひ

得

る
も
の
で
あ

る
。
製

造
業
者

は
自

ら
手
形
を
荷
受
人
宛

に
振
出
し
決
濟
す

る
も

の
で
、
画
≦
き
q
壁
9
自
①
δ
、
b
『q
窪
房

の
海
外
支

店

叉
は
代
理
店

は
云
は

f
蔭

役
者

と
し

て
之
を

冨
簿

す

る
も

の
で
、
製
造
業
者

が
代
金

同
牧
上

の
全
危
瞼

を
員
澹
す

る
も

の
で

あ

る
。
即
ち
製
造
業
者

は
自
己

の
製

品

の
販

路
を
海
外
市
場

に
見
出
す

た
め

の
報
酬
と
し

て

一
定

の
契
約

に
基

く
手
敏

料
を
そ

の

媒
介
機
關

に
支
佛

ひ
、
金

融
上

の
危
瞼

に
就

て
は
全
く
自

ら
之
を
員

ふ
も

の
で
あ

る
。
か

玉
る
意
味

か
ら
し

て
、
こ
の
や
う
な

媒

介

機
關

の
取
扱

ふ
商
品

の
態

檬
も

国
巷
。
旨

O
。
ヨ
ヨ
誘
δ
昌
缶
。
島
①

の
場
合

と
は
大

い
に
異

る
。
後

者

に
於

て
は
資
本

同
縛
率
を

高

め

る
必
要
と
比
較
的
低

い
手
激
料
を
以

て
大
量

の
商

晶
責

捌

の
方
針
を
圃

る
た
め
、
そ

の
取
扱
商
品
も
重
要
商

品

(。。
S
覧
①
。・)
の

性
質
を
帯

び
ざ
る
を
得

な

い
。
然

る
に
前
者

の
場
合

に
あ

つ
て
ば
そ

の
商
品
は
銘
柄
品

(目
§
傷
①
-日
曽
詩
a

》
含
置
。
。・)
叉
は
別
読
品

(。。
需
。芭
9

ω)
の
性
質
を
帯

び
る
の
が

一
般

で
、
從

つ
て
之

の
販
費

に
は
大

い
に

。。
聾

。・ヨ
彗
。・ゲ
首

と
充
分
な
る

守

。
団臣

窃

と
を

必

要

と
す

る
も

の
で
、
故

に
比
較

的
高
傘

の
手
数

料
が
要
求

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
七
三

6)Eldridge,ibidりPP.38-9.



五
七
四

製

造
業

者
が
以
上
述

べ
た
二
種

の
機
關
を
通
じ

て
間
接
的

に
海
外

と
取
引
を
な
す

か
、
或
は
直
接
取
61
を
な
す

か
を
決
定
す

る

に
當

つ
て
海

外
市
場

の
態
檬

の
演
す

る
役
割

は
頗

る
大
き

い
も

の
が
あ

る
。
例

へ
ば
、
我
國

に
於
け

る
輸
入
業
者

は
海

外

の

O
。
-

目
巳

ω風
8

国
2
。。
・

を
利
用
す

る
よ
り
は
寧

ろ
直

取
引
を
行

つ
て
ゐ

る
方

が
多

い
と
稻

せ
ら
れ

る
が
、
之
は
種

々
の
原
因

が
あ
ら

う
が

一
つ
は
最
終
消
費
市
場

の
事
情

に
充
分
通

じ

て
商
品

の
配
給
宜
し
き
を

得
、
且
諸
経
費
を
節
約

し
得

て
輸
入
原
便
を
外
國

の

競
争
者

の
そ
れ
よ
り
も
引

下
げ

る

こ
と
が
出
來

る
結
果

で
あ
ら
う
。

蝕
に
消
費

市
場

に
關
し
注
目
す

べ
き
は
、
米
國
よ
り

支
那
内

地

へ
の
販
萱

に
は

石
油
、
煙
草
、

、・、
シ
ン
の
や
う
な
少
歎
商

品
は
例

外
と
し

て
、
他

の
大
部
分

の
商

品
は
支

那
商
人

の
販
費

組
織

を

通

じ
て
行
は
れ

て
ゐ

る
事
實

で
あ

る
。

こ
の
結

果
は
、
直

ち

に
代
金

同
牧
方
法

の
上

に
反
映
し

て
く

勧
。
我
國

へ
の
輸
出
品

の

　

大
牛
は
別
誹
口
川
の
場
合

で
す

ら
、
信
用
状
附

叉
は

単

條
件

で

あ

る
。
然

る

に
一支

那

に
於

て
は
、
欧
米

の
有

力
な

る

竃
臼
。
罫
暑

国
・§

の
手
中
に
委
ね
ら
る
亀

A
最

肱
條
件
叉
は

・
§

》
§

…

で
あ
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
・
然
し
支
那
商
人
の
手
を

通
じ

て
行

は
れ

る
場
合

は
、
そ

の
金
融
方
法
は
或

程
度
不
利
な
條

件

の
支
配
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ

の
事
實
は
印
度

、

蘭
領
東

印
度

に
つ
い
て
も
同
様

で
、
そ

の
土
地

の
商

肚

へ
の
直

輸
出

取
引

に
は
恥

條

件
叉
は
信

用
歌
附

で
あ

る
が
、
英
國

又
は

和

蘭

の

ζ
醜
。冨
三

=
。
諺
。
を
通
す

る
場

合

に
あ

つ
て
は

、
時

に
信

用
取
61
が
行
は
れ

て
ゐ
る
の
を
見

る
の
で
あ

る
。

英
國

は
米
國

よ
り
そ

の
棉

花

・
肉
類

・
肉
製

品
及
び
其
他
重
要
商
品
を
大
量

に
輸
入
す

る

の
で
あ

る
が
、
輸
入
業
者
は
之
等

の

商

口開
が
速

に
英

國
内

に
於

て
消
費

せ
ら
れ

、
自

己
の
投
資

の
固

定
化
を
遜
け

や
う

と
す
る
要
求
か
ら
、

蝕

に

一
種

の

≦
・舞
罠
ロ
R

め

。。
鴇
.9
3

が
行

は
れ

る

に
至

つ
て

ゐ

る
。
之

は

支

那
共

他

各

地

に
於

て
盛

ん

に
行

は
れ

て
ゐ

る

目
旨
。・け
閑
8
⑦
凶鴇

の
制

度

と

は
異

7)Eldridge,ibid.,p.40,

8)Eldridge,ibid。,PP.43-・4.



つ
て
、
輸
入
地

の
銀
行
が
手

形
支
梯
を
受
く

る
迄
は
そ
の
貨
物

に
封
す

る

ゴ

けぽ

を
表
彰
す

る
書
類
を
保
有
す

る
も

の
で
あ

る
。

輸
入
業
者

が
貨
物
を
入
手

し
や
う
と
す

る
時

に
は
途
欣
額
を
支
彿

つ
て
、
そ

の
貨
物

の
所
有
櫨

を
表

彰
す

る

≦
、鎚
露
旨

の
護
行

を

銀
行

か
ら
受
け
之
を
引

取

る
の
で
あ

る
。

こ

の
制
度

に
於

て
は
銀
行

と
輸
入
業

者

と
の
聞

に
於

て
は
手
形

が
使
用

せ
ら
れ
な

い

こ
と
が

一
つ
の
特
質

で
、
宅

碧
量
耳

を
通

じ
て
、
貨
物

が
輸
入
地
銀
行

か
ら
荷
受
人

に
移
輻
す

る
金
融
方
法

で
あ

る
。

然

も
此
制
度

に
於
て
は
、
輸
入
業
者

は
大
量
貨
物
を
小

口
に
分

割
し

て
迭
歌
を
作
製
さ

せ
て
、

一
口
毎

に
支
彿
を
な
し
て
貨
物

引
取
を
な
し
得

る
便
宜
を
も
有

し
て
ゐ
る
。

以
上
種

々
の
観
鮎

か
ら
、
外
國
市
場

の
態

様
が
如
何
に
金
融
方
法

に
影
響
を
齎
す

も

の
で
あ

る
か
に

つ
い
て
、
實

誰
的

に
考
察

し

て
見
た

の
で
あ

る
が
、
世
界

に
於
け

る
文
明
程
度

の
低

い
國

に
つ
い
て
更

に
考
察

し

て
見

る
に
、
之
等
後
進
國
は
時

に
農
業
國

で
あ

る
こ
と
が
珍
ら
し
く
な

い
が
、
之
等

の
場
合

に
あ

つ
て
は
、
多
く
製
造

品
を
外
國

か
ら
輸
入
す

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
金
融

の

危

瞼

の
程
度

は
頗

る
高

い
と
云
は
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
何

と
な
れ
ば
、

一
度
そ

の
國

の
農
塵

物
が
不
作

で
あ
る
時

に
於

て
は
共

國

の
多
激

の
商
人

の
資
産

歌
態

は
時

に
頗

る
危
機

に
瀕
す
る
可
能
性
が
多

い
か
ら

で
あ
る
。
支
那

・
印
度

・
ブ
イ
リ
ツ
ピ

ン

・
バ

ル
カ

ン

・
玖
馬

・
蘭
領
印
度
等

の
諸
國

は
こ

の
系
列

に
加

へ
ら
る

べ
き
で
あ

ら
う
。
然

る

に
日
本

・
濠
洲

・
ヴ

エ
ネ

エ
ズ

エ
ラ

.

新

西
蘭

・
南
阿

・
亜
爾
然

丁

・
智
利
及
び
西

欧

・
北
欧
諸
國

は
前
者

の
諸
國

に
比
し
て
鑛
産

物
叉
は

工
業
品

の
生
産
を
な
し
得

る

た
め

に
、
よ
り
堅
實
な
経
濟
的
基
礎

の
上

に
あ

る
か
ら
、
農
産

物

の
不
作

に
よ

つ
て
財
政
的
猫
立
性
を
浸
蝕

さ
る

玉
こ
と
は
少

い

と
云
ひ
得
る
。
從

つ
て
こ
れ
等
諸

國

に
於
け

る
商

人
の
金

融
危
瞼
率

は
大

い
に
低

め
ら
れ
、
英
國

・
和
蘭

・
白
耳
義

の
如
き
に
至

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
七
五

9)HaaS,ibid.,PP.323-4・



五
七
六

つ

て
は
、
そ

の
傳
統
的

に
健
實

な
商
業

道
と
そ

の
資
本
力

と
合
し

て
、
金
融

上

の
危
瞼

は
最

小
限
度

に
縮
減

し

得

る

も

の

で

あ

恥る
。

恥

商

晶
の
態

檬

(
販
費
市
場
態

檬

の
貿
易
金

融
方

法
決

定
要
因

と
し
て
の
重
要
性

に
就

て
は
既
に
實

澄
的

に
考
察

し
た
所
で
あ
る

が
、
之

と
相

並

ん

で
貿
易
商
品
態

様

の
金
融

方
法
決

定
上

の
地
位

も
頗

る
重

い
も

の
で
あ
る
。

い
ま

、
貿
易
商
品

の
態

様
を

一
般

の
分
類

に
從

つ
て
、
原
料
品

(
食

料
晶
を
含

む
)
及
び
完
成

品

の
二
大
態

様

に
分

つ
て
そ

の

金
融
方
法
決

定
上

に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
考
察

し
て
見
る
。

先

づ
原
料
品
及
び
食
料
品
を
総
括
的

に
考
察

し

て
見
る
に
、
今

日

に
於

て
は
重
要

原
料
品
及
び
重
要
食
料
品

の
多
く

は
、
最
絡

浩
費
者

の
手
中

に
取
得
せ
ら
れ

る
迄

の
過
程

に
於

て
、
幾
度

か

の
取
引
が
行
は
れ
る

の
を
寧
ろ
常
態

と
す
る
も

の
で
、
し

か
し
て

之
等
重
要
品

の
債
格

は
取
引
所

に
於
け
る
公
定
相
場

と
し

て
表

は
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
故

に
生
綜

・
棉
花

・
小
萎

・
銅

・
護

誤

の
や
う
な
商
品
は
そ

の
債
格
攣
動
状
態

か
ら
見

て

一
種

の
株
式

の
性
質
を
帯
び

つ

製
あ
る
こ
と
を
認

め
ざ
る
を

得
な

い
も

の
で
あ

る
。
蚊

に
於

て
か

玉
る
貿
易
商

品

の
金
融
方
法
は
之
を
機

械
類

・
自
動
車

・
特
殊
製
造
品

の
金
融
方
法

と
同

一
基
準

に
於

て
決
定

す

る
こ
と
を
許

さ
れ
な

い
こ
と

、
な
る
。
即
ち
前
者

の
態
様

に
属
す
る
商
品

に
あ

つ
て
は
、
債
格

の
攣
動

よ
り
生
す

る
金

融
危
瞼

の
防
止
叉
は
減

少
を
國
る
こ
と
が
頗

る
切
な
る
も

の
が
あ

る
こ
と
が
そ

の
商
晶
性

か
ら
容
易

に
導

き
出

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

さ
れ

ば
、
今

日
世
界
各
市
場

に
於

て
取
引
所
利

用

に
ょ
る
先
物
責
買

(国
9
毛
舞
山
頃
ξ
一農

碧
偶
。D
巴
一ぎ
㈹
〕
が
極
度

に
行
は
れ

て
ゐ
る
理

Io)Eldridge,ibid.,pp.45・ 一一7 .



ヱ

ヨ

由

が
明
ら
か
と
な
る
。
輸
出
入
業
者
共

に
こ

の
先
物

取
引
方
法
即
ち

国
。
自
賦
轟

と
構

せ
ら
る

x
危

瞼
輻
嫁
方
法
を
行

つ
て
償
格

ロ

ラむ

攣
動

の
危

瞼
か
ら
免
れ

る
も

の
で
或
場

合
に
は
貿
易
商
品

の
實
物

取
引
を
目
的

と
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ

。。
o
。
。
巳
匿

8

の
封

象

と
し

て
之

に
ょ
る
利
鞘

の
取
得
を

目
指
す

こ
と
す
ら
少
く
な

い
Q

原
料
品
及
び
食

料
品

の
國
際

貿
易
上

に
於
け
る
債
格
攣
動
欣
態

が
株
式

の
や
う
な
態

様
を
帯

び
て
ゐ
る
結
果
、
輸
出
業
者

は
代

金

同
牧
方

法

に
つ
い
て
特
殊
な

る
考
慮
を
要
求

せ
ら
れ
る
こ
と

曳
な
り
、
債
格
攣
動
危
瞼

に
加

へ
て
金
融
危
険

を
も
員
憺
す

る
こ

と

が
頗

る
彼

に
と

つ
て
過
重
な
員
澹

と
な
る
た

め
、
之
等
商

品
は
多

く

の
場
合

に
於

て

0
9
昏

茜
鉱
蕊
け
∪
。
2
ヨ
窪

富

の
方
法

に

燭

依

ら
ざ

る
を
得
な
く
な

る
の
で
あ
る
。
然

し
、
輸
入
業
者

が
金

融
上

の
便
宜
を
要
求
す

る
場
合

に
於

て
は
、
こ

玉
に
更

に
何
等
か

の
形
に
於

て
之

に
適
慮
す

る

の
方
法

が
講

ぜ
ら
れ

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
然

か
も
、
そ

の
方
法
は
輸
出
入
爾
當
事
者

に
と

つ
て
、

共

に
資
金

の
固

定
を
防

止
し
得

て
よ
く
そ

の
目
的

に
適
す
る
膿

の
も

の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
之
等

の
要
求
を
充
す

べ
く
貿
易

界

に
そ

の
姿

を
表

は
し
た
も

の
が

い
葺

巽

。
幽
O
誘
舞

に
外
な

ら
な

い
。

い
ま
此

の
紙

幅

に
於

て
信
用
歌

の
経
濟
的
機
能

を
詳
述

す

る
こ
と
は
到
底
許

さ
れ
な

い
こ
と

に
属
す

る
け
れ

ど
も

、
今

日
の
貿

易
金
融
方
法

の
花

形
役
者

と
も
構
す

べ
き
こ

の
信
用
状

に

つ
い
て
聯
か
そ

の
職
能
を
述

べ
、る

こ
と

玉
す

る
。

信

用
歌

の
経
濟
的
機
能
は

、
先

づ
輸
出
業
者

に
封

し
て
は
商

品
代
金

の
支
佛

に
封

し
そ

の
信
用
欣
條
件

に
從

つ
て
或
種

の
保
誰

を
與

へ
る

に
あ

る
。
今
各
種
信
用
状

の
中
、
最

も
そ

の
保
誰
能
力

の
大
な
る

頃
碧
冨
お
、
H旨
①
〈
8
菩
♂

b
①け8
H
♀

∩
H
。鼻

を
取

り
上
げ

て
見

る
に
、
此
種
信
用
状

に
あ

つ
て
は
、
そ

の
獲
行
銀
行

が
そ

の
獲
行
依
頼
者

(
即
ち
輸
入
業
者

)

の
代
金

支
彿
義

務
を

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
七
七

II)

π2)

13)

14)

Shenkman,三bid.,P.8.

Hedgingの 謂 論 に つ い て(tHardy,ibid.,PP,223ff.JB.Baer&G・P・

Woodruff,CommodityExchange,NewYork,Ig35,PP .83ff.塗 照o

Hardy,ibid.,PP.205ff.

Shenkman,ibid.,P.9.



五
七
八

輪
出
業
者
に
樹
し
て
保
誰
す
る
も
の
で
、
輸
出
業
者
に
と
つ
て
は
頗
る
安
全
な
金
融
方
法
で
あ
る
。
即
ち
輪
出
業
者
愉
約
定
貨
物

を
輸
出
す
る
に
際
し
て
、
所
要
の
船
積
書
類

(
船
荷
誰
券

・
逡
状

・
海
上
保
瞼
誰
券
)
を
信
用
状
獲
行
銀
行
宛
振
出
の
爲
替
手
形

に
附
随
せ
し
め
、
之
に
所
定
の
信
用
歌

(
叉
は
そ
の
案
内
状
)
を
添
附
し
て
指
定
銀
行
叉
は
そ
の
他
の
銀
行
に
至
り
手
形
の
割
引

を
受
け
る
も
の
で
、
貨
物
輸
逡
申
の
資
金
固
定
及
び
輸
入
業
者
の
財
政
的
攣
動
に
よ
る
危
瞼
か
ら
冤
れ
得
る
こ
と
製
な
る
の
で
あ

覇る
。
他
方
、
輸
入
業
者

は
費
買
契
約

成
立
と
同
時

に
輸
出
業
者

に
封
し
代
金
支
佛
を
な
す

こ
と
な
く
、
資
金
固
定
化

の
防
止
と
輸

出
業
者

の
契
約
不
履

行
よ
り
生
す

る
諸
危
瞼

か
ら
冤
れ
得
る
経
濟
的
便
釜

に
浴
す

る
の
で
あ

る
。
信

用
確
實
な
る
銀
行

が
代
金

支

彿
保
誰

に
任
す

る
事
自
身

は
、
既

に
信
用
取
研

の
将
内
を
超

え
て
現
金
取
引

の
性
質
を
有
す

る
と

い
ふ
べ
き

で
、

こ
の
黙

に
於

て

頃
彗
冨
凌

H
羅
ゆ
く
。
8
匡
・
ピ
①
け冨
同
。
h
O
器
象

獲
行
銀
行

の
責
任
は
頗

る
重
く
、
輸
入
業
者

の
信

用
歌
態

の
如
何
が
そ

の
獲
行

の
可

否
を
決
定
す

る
重
要
な
要
素

と
な

る
も

の
で
あ
る
。
然
し
銀
行
は
他
方

、
諸
種

の
商
品
を
金
融

の
封
象

と
し
、
ま
た
各
地
方

と

の

取
引

に
從
事
す

る
商

人

の
金
融
を
取
扱

ふ
過
程

に
於
て
信
用
危
瞼

の
分

散
を
國

つ
て
ゐ
る
事
實

は
勿
論
看
過
し
得
な

い
所
で
あ

ら

う
o信

用
状

の
利
用

に
ょ
る
貿
易
金
融
は
今

日
に
於

て
は
原
料

品
、
食

料
品

に
の
み
限

ら
る

玉
こ
と
な
く
、
そ

の
他

の
商
晶

に
於

て

も
廣
く
貿
易
界

に
慣

用

せ
ら
れ

て
ゐ
る
こ
と
勿
論

で
あ

る
。
し

か
も
、
そ

の
途
達
は

郵
便

の
み
な
ら
す
電
信

に
よ

つ
て
行

は
る

玉

こ
と
が
勘
く
な
い
。
蓋
し
今
日
の
貿
叢

裂

日
々
電
信
の
稜

に
よ
つ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
常
態
に
於
て
、
契
約
期
と
盤

引
墾

期

と
が
相
接
近
し

て
ゐ
る
場
合

及
び
輸
出
商
品
仕
入
金
融

の
目
的

の
た
め
、
.金
融
手
段
と
し
て

の
信
用
歌
も
こ
れ

と
並
行
し

て
そ

15)Shenkman,ibid .,P.9.Eldridge,ibid.,PP.
Credits,Copenhagen,xg33,pp.8,166ff.
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の
テ

ン
ポ
を
早

め
ざ

る
を
得
な

い
も

の
で
あ

る
。

信

用
状
が
金
融
危
瞼
防
止
手
段
と
し

て
か
く
廣
汎

に
亘
つ
て
利

用

せ
ら
れ

つ

玉
あ
る
所

以
は
、
之
を
概

括
す

る
と
三

つ
の
理
由

に
求
め
得
や
う
。

一
に
は

目
話
藷

零
罫

を

閑
き
犀
空
路

へ
轄
換
し
得

る
こ
と
、
二

に
は
そ

の
利
用
手
績

の
簡
易
な

る
こ
と
、
三

恥

に
は
信
用
状
關

係
當
事
者
間

に

一
つ
の
法
律
的

・
道
徳

的
連
鎮

が
嚴
存
し

て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と

で
あ

る
。

原
料
品
と
等
し
く
構
す

る
場
合

に
於

て
も
、
そ

の
商

品
が
國
際
貿
易
上

に
重
要
品
と
し
て
の
地
位

に
あ

る
場
合
と
然

ら
ざ

る
場

合

と
に
於

て
は
信

用
状
利
用

の
上

に
差
異

が
存
す

る
こ
と
言
を
侯

た
な

い
。
重

要
品

の
場
合

に
あ

つ
て
は
逡
駄

の
全
額

が
手
形
金

額
と
し

て
振
出

さ
れ

る

に
於

て
も

、
輸
入
業
者

に
と

つ
て
は
危
険
率

が
少

い
。
蓋

し
之
等

の
重
要
品
は

世
界
的
販
路
を
有

し
、
ま

た
取
引

に
は
多
く
張
力
な

る
國
際
的
取
引
統
制
組
織
が
あ

つ
て
商

品

に
關
す
る
諸
種

の
苦
情

の
庭
理
上
頗

る
公
平
且

つ
便
利

で
あ

る
か
ら
で
あ

る
。
他
方
、
重
要

品

の
範
疇
外

に
あ

る
商
品

の
取
引

に
あ

つ
て
は
、
逡
状

額
の
七
掛
乃
至
八
掛
と

い
ふ
や
う
な
所
謂

内
爲
替
が
組
ま
れ
諸

苦
情

か
ら
生
す

る
こ
と
あ

る
危
瞼

か
ら
免
れ
得

る
や
う
信

用
歌
金
額

が
定
め
ら
れ

る
場
合

が
少
く
な

い
。

と
も
あ
れ
、
原

料
品
及

び
食
料
晶
を
輸
出
す

る
諸
國

に
於

て
は
、
以
上
述

べ
た
や
う

に
信
用
歌
制
度

の
利

用
に
よ

つ
て
、
代
金

の
支
佛
を
得

て
、
輸
出
貿
易
金

融
上

の
手
歎

と
危
瞼

と
を
殆
ど
全

面
的

に
避

け
得

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ

の
信
用
状
利
用

に
よ
る

決

濟
は
英

國

・
米
國

・
佛
國

・
和
蘭

・
瑞
典
等

の

》
。8
讐
巷
8

竃

窪
筈
き
誘

に
於

て
大
部
分
行
は
れ

て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
が
出

來

る
。
二

九

二
九
年
度

に
、
英

國

に
於

て
外
國
向
勘

定
で
引
受
け

ら

れ

た

手

形

金

額
は
實

に

一
億

七
千
六
百
萬
確

と
算
定

せ
ら

れ

、
ま
た
米
國

に
於

て
は

一
億
七
千
百
萬
膀

に
達
し
た
と
算

定

せ
ち
れ

て
ゐ
る
が
、
之
等
合
計

三
億
四
千
七
百
萬
膀

の
中

に
は
夫

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
七
九

16)Shenkman7ibid.,P.13.



五
八
〇

々
の
内
國
向
勘
定

の
手
形
引
受
額
が
包
含
せ
ら
れ

て
ゐ
な

い
こ
と
、
蚊

に
こ

の
外
瑞
西

・
和
蘭

・
佛
蘭

西

・
ス
カ
ン
ヂ

ナ
ヴ
ア
諸

國

の
引
受
手
形
額
が
加
算

さ
れ

る
と
約

七
億
乃
至
八
億
膀

の
金

額
と
な

る
も

の
で
、
世
界

に
於

け
る
原

料
品

。
食
料
品
及
び
牛
製

品
は

そ
の
勘

か
ら
ざ
る
部
分

が
、
既
述

の
信

用
状

利
用

に
ょ
る
金
融
方
法

に
依
存
し

て
ゐ
る

こ
と
が
充
分
う
か

f
は
れ

る
の
で
あ

恥る

Q次

に
完

成

品

(H「一昌
一①ず
O
傷
(甲
O
O
山
qり)
の
金

融

方

法

に
就

て
考
察

す

る

に
、
完

成
品

は

貿
易

金

融

方

法

の
観

黙

か
ら

二

種

に
分

類

せ

ら

れ

る
。

一
は

O
。
蕊
g
日
巽
.。・
0
8

自
の
で
あ

り

、

二
は

O
巷
凶冨
一
Ω
8

牙

で
あ

る
。

前
者

は

そ

の
代

金

支
彿

が

一
般

浩
費

者

の
所

得

に
依

存

す

る

も

の

で
あ
り

、
後

者

は

製

造

工
業

、
農

業
共

他
産

業

の
投
資

額

よ

り
生

す

る
所

得

額

か

ら

支
梯

は

る

玉
性

質

の
も

の

で
あ

る
。
0
8

窪

日
巽
、。・
O
。
a

。・
は

そ

の
性

質

上

、

速

か

に
資

本

の
廻

轄

を

圓

り

決

濟
を

な

す

こ
と

を

要

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、
輸

出
業

者

は

通
常

可

及
的

に
短

期
金

融

を

輸

入
業

者

に
許
容

す

る
こ

と
を

欲
す

る
も

の

で
は

あ

る

が

、
之

は

國

に

よ

つ

て
消

の

う

費
者

の
支
彿
慣
習

が
異

る
事
實

を
も
考
慮

に
入
れ

て
決
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

叉
、

6
8

ωg
日
窪
、。・
O
。
。
畠
。。
の
中

に
も

種

々
の
態
檬

が
存
す

る
こ
と
、
し

か
し

て
之
が
金

融
條
件

に
影
響
す

る
こ
と
も
看
過
し
得
な

い
。
例

へ
ば
米
國

に
於

て
は
反
物

・

家

傳
藥

(℃
き
肩
冨
雷
曙

]≦
①
象
。ぎ
・)
・
歯
磨

・
靴
墨

の
や
う
な
商
晶

の
小

口
輸
入

に
屡

々

∪
。
2
ヨ
窪
誘

茜
巴
昌
鴇

》
8
①
讐
鈎
昌
8

條

件

が
輸
入
業
者

に
よ

つ
て
要
求

せ
ら
れ

る
。

之
は
輸
入
商
品
代
金
を
支
佛

ふ
に
先

立

つ
て
小
費
業
者

に
輸
入
商
品

の
配
給
を
行

っ

て
、
代
金

同
牧

の
上
之
を
輸
出
業
者

へ
の
支
彿
資
金

に
充

て
や
う
と
す

る
考
慮

に
基
く
も

の
で
あ

る
。
之

に
封
し

て
、
よ

り
大
き

い
軍
位

に
よ

つ
て
輸
入

せ
ら

る

」
罐
詰

類

の
如
き
は
そ

の
商
品
性

に
よ

つ
て
、
保
税
倉
庫

か
ら
輸
入
業
者

の
客

筋

へ
現
金
引
換

で

17)1928年1:於 けろ世 界 の輸 出纏額 ば71億9干5百 萬 磯 こ達 し,こ の 中原料 品・食

料 品 。牛 製 品の輸 出綾額 は44億5千 萬確な 占め,完 成 品輸 出総額 は27億4千
5百 萬薩 であ ろo原 料 品 ・食料 品 ・牛 製 品の世 界貿易上 の地位 と,之 等 の

金額7億 乃至8億 虜 が欧洲 の各金融 市揚 で引受 手形 の形 で決濟 ぜ られてゐ ろ
ことば貿易金融上大 い1こ注 目すべ きで あ ろ。(Shenkman,ibid.,P.14)

18)支 那 に於 てlt,一 般 清費者 に小費商1こ勤 して年 二期 に代金支彿 の慣習 が あ



貨

物

引

渡

を

な

し

得

ら

る

玉
關

係

か
ら

し

て
、

こ

の
や
う

な

場

合

の
取
引

條

件
を

U
。
2
ヨ
窪

房

茜
鋒
昌
2

国
鎚
ヨ
①
ロ
け

に
ナ

る

こ

ゆ

と

が
輸

入
業

者

に
山
う

て
不

都

合

を

生

じ

な

い
も

の
で
あ

る
。

0
8

旨
ヨ
①
Hげ

O
。
巳

。。
を

輸
出

す

る
た

め

の
代

金

同
牧

上

の
危

瞼

は

輸

出

製

造
業

者

(国
壱

9
二

≦
碧

録
舘
讐
円
醇
)
文

は

輸
出

問

屋

(国
巻

。
簿

]≦
鶏
。冨

暮

)
の
員
捲

す

る
所

で
あ

る
。

之

に
封

し

て

鋤

9

旨

鑑

Ω
。
。
汁

の
場
合

に
あ

つ
て
は
、
こ

の
金

融
危
瞼

の
最
絡
員
瘡
者
は

9

冨

巴

竃

9
碁
2

の
投
資
者

で
あ

る
。
蓋
し
、
諸
機

械
類

・
鐡
道
設
備
器
具
其

他

に
比
し
、
よ
り
大
な

る
生
産

・
運
迭
等

の
目
的

の
た
め

に
使
用

せ
ら
れ

る

O
巷
凶樽匙

0
8
号

の
輸
入

は
前

述
の

O
。
蕊
ロ
臼
霞
.ω
O
。
。駐

と
は
頗

る
趣
を
異

に
し
、
そ

の
買
入
叉
は
設
備
資
金
は
何
等

か
の
経

路

に
よ

つ
て
投
資
市

場

に

求

め
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
も

の
で
あ

る
。

こ

の
種
商
品

の
金

融
期
聞
は

一
律

に
は
定
め
難

い
が
通
例

O
。
蕊
g
日
①㌦
。・
O
。
a
。・
に
比
し

て
可
成
り
長
期

に
亘
る
を
普
通

と
す

,

恥る
。

一
般
的

に

国
口
厨
竃
山

O
。
&
ω

の
世
界

一
般

の
金
融
方

法
は
之
を
定
め
難

い
事

に
属
す

る
が
、

そ
れ
が
現
金
彿

又
は
爲
替
手

形

に
よ
る
支
佛

方
法
な

る
か
、
叉
は
他

の
支
佛
方

法

に
よ
る
と
し
て
も
、
支
彿
に
必
要
な
資
金

は
業
者
自
ら
、
叉
は
銀
行

よ
り

の

融

通
に
よ

る
か
或
は
投
資
市
場

に
之
を

仰

が

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。
英

・
米

の
此
種
商

品
の
金
融
方

法

の
嚴
密
な
統
計
的
観
察

は
不
可
能
な
事

で
は
あ

る
が
、
船
積
書
類
引
換
現
金

彿
方
法
が

一
般
的

に

行

は

れ

て

ゐ

る
事
實
は
否
む
事

が
出
來
な

い
。
從

つ

て
、
眞
實

の
姿

に
於

て
は
信
用
取
引

(O
H
a
津
日
轟
蕊
碧
ユ
o
ロ
)
の
性
質

を
有
し
な

い
こ
と
が
多

い
と

云
ひ
得

る
。
輸
入
代
金

支
佛

に
必
要
な
資
金

は
輸
入
業

者
が
長
期
肚
債

の
形
式

に
於

て
之
を
倫
敦

・
紐
育

の
如
き
投
資
市
場

に
求
め
、
か
く
し

て
輸
出
業
者

の

鋤

金

融
危
瞼

は
投
資
者

に
輻
嫁

さ
れ

る
に
至

る
も

の
で
あ

る
。

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
八

一

う か ら,綿 織 物 輸 入 業 者 は この れ め 銀 行 と當 座 借 越 約 定 な な す の が 通 例 で

あ る。(B.Elli・ger,C・edit・ ・dl・t・ ・nati・n・1T・ ・d・,1…d・ ・,・934,P・go)

Ig)Eldridge,ibid.,P.59・

20)Shenkman,ibid.,PP・14-5・

21)来 國1:於 てliFederalReserveActの 鑑II約 祉 受 け て,銀 行lt六 ケ 月 以 上 の

手 形 引 受 を な し得 な い た め に,FinanceCorporationsカ ミ嚢 生 して,… ・二 年



五
八
二

以
上
の
外
、
更

に
商
品

の
品
質

が
輸
途
中
叉
は
共
他

取
扱
申

に
於

て
物
理
的

・
化
學
的
攣
化
を
生
す

る
こ
と
か
ら
起

る
損
害
及

び
重
量

・
容
積

上

の
減

少
に
よ
る
損
失
等
も
貿
易

界
に
於

て
は
最
も
普

通

に
見

る
所
で
あ

る
が
、
之
等
は
豫
め
探
算

の
場
合

に
於

て
充
分

に
考
慮

し
て
お
か
る
べ
き
項

目
で
建
値

の

一
部

を
構
成
す

べ
き
も

の
で
は
あ
る
。
然
し
、
之
等
は
貿
易
金
融
方

法
決
定

の

要
素
中

に
も
相
當
考
慮

せ
ら
る
べ
き
事
柄

で
、
之
は
輸
出
入
業

者

に
と

つ
て
特

に
も
利
害

の

一
致
し
な

い
事
項

で
あ

る
か
ら
之

を

ど

の
程
度
迄

に
調
和
す

る
か
は
、
各
商
品

に
つ
い
て
各
當
事
者
間

に
於

て
取
極
め
ら
れ

る
べ
き
問
題

で
あ

る
。
更

に
商
口
叩
が
輸
入

地

に
到
着

し
た
後

に
於

て
、
直
ち

に
引
渡

が
行

は

る

玉
こ
と
が
輸
出
業

者

に
と

つ
て
最

も
望

ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
荷
役
設
備

の

不
完

全
、
輸
入
國
法
令

に
よ
る
槍
査
施
行

等

の
た

め
相
當

の
期
間
引
渡
不
能

に
陥

る
場
合

に
口叩
質

、
数
量
上

よ
り
生
す
る
損
失
損

害

の
危
瞼

も
存
す

る

の
で
あ
る
が
、
之
等
は
豫
め
當
事
者
闇

に
於

て
互

に
調
査
報
道

の
上
取
引

の
圓
滑
を
國

り
、
貿
易
金
融
上

に

於

て
も
相

互

に
最
も
有
利
な
る
方
法

の
利
用

に
務
む

べ
き

で
あ
ら
う
。

O

費
買
契
約

履
行

上

の
危
瞼

(
外
國
貿
易

に
於

て
は

、
そ

の
費
買
契
約

の
締
結

と
履
行

と
の
時

間
的
隔
り
は
相
當
長
期

に
亘
る
を
常
態

と
し
、
叉
貨
物

の
養
迭

地
と
仕
向
地
と

の
距
離
も
大

で
あ

る

の
を
普
通
と
す

る
た
め
、
之
等
時

間
的

・
室
聞
的

の
距
り
が
種

々
の
危
瞼
畿
生

の
原
因

と
な

る
。
之

に
加

へ
て
、
費

買
雨
當
事
者

が
遠
く
異
國

に
あ

つ
て
通
信

に
よ

つ
て
の
み
互

に
相
手
方

の
動
静
を
知
り
得

る
に
過
ぎ
な

い

た
め
、
契
約
履
行
義

務
観
念

の
厚
薄
或
は
相
手
方

の
資
産
欣
態

、
或
は
取
引

一
般
方
法
等
を
的
確

に
知
悉
す
る

こ
と
が
頗

る
困
難

と
な
る
結
果
鼓

に
費

買
契
約
履
行
上

の
諸
危
瞼
要
素

が
潜
在
す

る
も

の
で
あ
る
。

に 亙 る長期 金 融tle圖 つて ゐ ろe(Eldrldg.e,ibid.,P・S7)欧 洲 大 陸 に於 てlt・

九 十 日乃 至 百 八 十 日間 の前 貸 が 銀 行 に よつ て行 ばれ,銀 行 引受 手 形 の期 間

も更新1:S,つ て 五 ケ 年 の長 き1:亙 ろ こと もあ る と いふ 。(Shenkman,ibld・,

P.15)
22、.9henkmmn.ihid..D.22.



凡
べ
て
費
買
上
に
嚢
生
す
る
便
格
及
び
市
況
攣
化
の
危
瞼
は
そ
の
費
買
契
約
履
行
に
要
す
る
時
問
、
又
は
買
入
商
品
の
萱
却
に

鋤

要
す

る
時
間

に
比
例
し
て
生
す
る
も

の
で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
費
買
契
約
履
行

上
に
生
す

る
危
瞼
護

生

に
つ
い
て
も
云
ひ
得
る

こ

と
で
、
契
約
履
行

に
至
る

に
長
時

間
を
要
す
る

と
き
は
そ
れ

に
比
例

し
て
不
履

行
叉
は
苦
情
獲
生

の
危
瞼

が
多
く
存
す

る

こ
と

曳

な
り
、
叉
獲

途
地
と
仕
向

地

の
距
離
が
増
大
す

る
に
件

つ
て
前
述

の
危

瞼
護

生
率
も
増
加
す

る
も

の
で
あ
る
。

さ

て
、
費
買
契
約
履
行

上

の
危
瞼

の
内
容

に
就

て
考
察
す
る

に
、
之

は
費
買

爾
當
事
者
自
ら
が
そ

の
危
瞼
護

生

の
直
接
的
原
因

を
獲

生
せ
し
む
る
場
合
と
、
全
く
客
観
的
、
自

然
的
な
原
因

に
基

い
て
か

玉
る
危
瞼

を
獲

生
す

る
場
合

と
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。

今

之
等

の
主
要
な
危
瞼

の
種
類
を
分
類

列
墾
す

る
と
次

の
如
く

で
あ
る
。

工

貨
物
引
渡

上

の
危
瞼

A

輸
出
者

の
貨
物
引
渡
延
期

・
拒
絶

・
不
能

B

輸
入
者

の
貨
物
引
取

延
期

・
拒
絶

・
不
能

皿

債
格
上

の
危
瞼

A

輸
出
者

よ
り

の
値

増
要
求

B

輸
入
者

よ
り

の
値
61
要
求

皿

代
金

決
濟
上

の
危
瞼

A

輸
入
者

の
代
金

一
部
支
彿

延
期

・
麺
絶

・
不
能

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
八
三

23)Hardy,ibid・,P・5・



五
八
四

8

輸
入
者

の
代
金
全
額

支
梯

延
期

・
拒
絶

・
不
能

之

等

の
諸
危
瞼
は
そ

の
性
質
上
猫
立
的

に
獲
生
す
る
も

の
も
あ
る
が
、
相

關
的
關
係

を
有
す

る
も

の
も
砂
く
な

い
。
例

へ
ば
、

契
約

品

に
比

し
劣
等
な

口㎜
を
引
渡
し
た
た
め
輸
入
業
者

か
ら
値
引
を
要
求

せ
ら
れ
た

る
に
封
し

て
、
輸
出
業
者

が
之

に
慮

じ
な

い

時

は
當
然

蝕

に
貨
物
引
渡

の
延
期

叉
は
不
能

が
生
す

る
と
共

に
、
他
方

に
於

て
此
取
引

が
現
金
彿
條

件
で
あ
る

と
き
は
直
ち

に
代

金

決
濟

の
遅

延

の
危
険
が
生
す

る
こ
と

玉
な
る
も

の
で
あ
る
。
而

し
て
、
之
等
諸
危
瞼

の
申
、
費
買

爾
當
事
者

に
と
り
夫

々
最

も

關
心
を
持

た
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
種
類

の
危
瞼

は
、
先
づ
輸
出
業
者

に
と

つ
て
は
代

金
を
確
實

に
入

手
す

る
迄

の
危

瞼

で
あ
り
、

叉
輸
入
者

に
と

つ
て
は
契
約

口㎜
を
確
實

に
取
得
す

る
迄

の
危
瞼

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
前
者

に
属
す

る
危
瞼

の
獲
生
過
程

は
後

者

の
も

の
に
比
し

て
よ
り
複
維
な
も

の
で
貿
易
金
融
方
法
決
定
上
最
も
研
究

に
値
す

る
問
題

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
蓋
し
、
後

者

の
契
約

品

の
確
實
な
る
取
得

に
至
る
迄

の
諸
危
瞼
は
貨
物
自
鎧

に
つ
.い
て
は
、
諸
種

の
保
瞼

制
度

が
獲
達
し

て
、
或

程
度

の
填

補
が
行

は
れ
、
叉
代
金

支
彿

に
つ
い
て
は
特
殊

の
場
合
を
除

い
て
は
、
代
金
前
佛

に
よ

つ
て
取
引
す
る

こ
と
は
む
し

ろ
少
く
、
貨

物
引
換
佛

叉
は
船
積

書
類
引

換
梯
等

の
方
法

に
よ
る

こ
と
が
最
も
多
く

、
し

か
も
爾
當
事
者
聞

に
は
殆
ど
総

て
の
場
合

に
於

て
銀

行
が
補

助
機
關
と
し

て
介
在

し
て
ゐ
る
も

の
で
あ

る
か
ら
代
金

支
梯
後

に
貨
物
引

渡
拒
絶

の
危
瞼

に
逢
着
す

る
こ
と
は
寧

ろ
例
外

的

に
属

し
、
却

つ
て
代
金

支
佛
前

に
輸
出
國

に
偶
畿
す
る

こ
と
あ
る
内
齪

・
同
盟
罷
業

、
叉
は
そ

の
他

の
客
槻
的
原
因

(
尤
も
之

等

の
あ
る
部
分

は
保
瞼

に
よ

つ
て
墳
補

せ
ら
れ

る
)
及

び
輸
出
業
者

の
意

思

に
基
く
故
意

の
引
渡

拒
絶
等

の
主
観
的
原
因

に
基

く

危
瞼

が
嚢
生
率

に
於
て
多

い
も

の
で
あ
る
。

從

つ
て
此
場
合

に
於
て
最
も

輸
入
業
者

の
考
慮

に
値
す
る
危
瞼
は
輸
出
業
者

の
人
的



要
素
即

ち
封
人
信
用
程
度

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
詳

言
す
れ
ば
、
輸
出
業
者

の
契
約
履

行
上

の
意
思
能
力

拉
に
そ

の
意
思

の
善

悪
上

の
危
瞼

で
あ
る
。

大
職
後

世
界
各

地
に
於

て
は
色

々
な
形
態

の
企
業

が
爽

生
し
之

に
從
事
す
る
経
螢
主
膿

・
補

助
機
關

の
組

織

も
複
雑

と
な
り
從

つ
て
之
等

の

9

a
一二

甑
。
§

巴

8

の
確
實

な
蒐
集

は
通
常
專
問
的
機
關

に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

状
態

で
あ

る
。
輸
入
業
者

は
輸
出
業

者

の
み
な
ら
す

、

一
取
引

の
系
列

に
從

ふ
す

べ
て
の

]≦
①日
冨
冨

の

]≦
自
巴
因
①
ぞ
。
鼠

げ
田
昌

に
つ
い
て
周
到
な
調
査
を
途
げ

て
取
引
關
係

に
入
り
、
之

に
加

へ
て
保
瞼
機
關

の
利
用
を
も
な
す

こ
と
が
出
來
れ
ば
彼

の
慮

る
代

金

支
佛

上

の
危
瞼

は
先
づ
人
爲
的

に
防
止
し
得
る
最

大
限
度

迄
に
減
殺

せ
ら
れ
る
こ
と

x
な

る

の
で
あ
る
。
鼓

に
於

て
、
以
上

の

諸
危
瞼
護

生
見
込

の
多
少

に
慮

じ
て
、
取
引

せ
ん
と
す

る
輸
出
業
者

と
協
定
し
得
ら
る

玉
最

も
有
利
な
條

件

に
基
く
金
融
方
法

に

ょ

つ
て
取
引
を
開

始
す

べ
き

も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
然

ら
ば
前
者

の
場
合

に
於
け
る
危
瞼

即
ち
代
金

の
確
實

な
る
入
手

に
至

る
迄

の
危

瞼
は
如
何
な
る
原
因

に
基
く

で
あ

ら

'

う
か
。
之

は
先
づ
費
買
契
約

締
結
後
履

行

に
至
る
迄

に
於

て
債
格

上

に
激

し

い
慶
動
が
あ

つ
た
場

合
、
次

に
は
契
約

品

の
品
質

・

撒
最

及
び
引
渡
條
件

に
つ
い
て
爾
當
事
者
問

に
協
定

に
達

し
得
な

い
黙

が
見
出
さ
れ
た
場
合
、
更

に
此
他
杜
會
的

・
政
治
的

・
経

濟
的
事
情

の
攣
化
が
獲

生
し
た
場
合
及
び
輸
入
業
者

の
意
思

に
基
く
か
又
は
外
部
的
事
情

に
よ
る
支
彿
能

力

の
減

少
叉
は
浩
滅

が

物

そ

の
主

要
な
る
も

の
で
あ
ら
う
。

一
度
買
人

が
契
約

晶
引

取
を
拒
絶
し
そ

の
萱

買
契
約
を
破
棄
す

る

に
及
ん
で
は

そ
の
貨
物
を
逆

邊
す

る
か
叉
は
輸
入

地
に
於

て
運
賃

・
保
管

料
其
他
費
用

支
鱗

の
た
め
韓
費

せ
ざ

る
を
得
な

い
こ
と

玉
な
る
場
合

が
多

い
。
商

品

販
費

の
過
程

に
は
種

々
な
る
危
隙
が
潜

ん
で
ゐ
る
が
こ

の
種
危
隙

が
最
も

注
意
を
要
す

べ
き
も

の
で
あ
る
。
総
括
的

に
契
約
品
引

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
八
五

24)Shellkmanlt之 等 の 危 瞼 彪AcceptanceRiskと 縄 構 して ゐ る。(Shenkman,

ibid.,P.36)



五
八
六

取
拒
絶

と
構
し

て
も
、
之
を
代
金
支
彿
方
法
と
關
聯

し
て
考
察
す

る
と
次

の
四

つ
の
場
合

に
分

つ
こ
と
が
出

來
る
。

㈲

現
金
彿
取
引

に
於

て
契
約
を
破
棄
し

て
、
貨
物

の
引
取
を
拒
絶
す

る
場
合

㈲

現
金
取
引

に
於

て
引
渡

さ
れ

る
貨
物

の
代
金
支
彿
を
拒
絶
す

る
場
合

㈲

信
用

取
引

に
於

て
契
約
を
破
棄
し

て
、
貨
物

の
引
取

を
担
絶
す
る
場
合

㈲

信
用
取
引

に
於

て
貨
物
を
引
取
り
た

る
に
も
拘

ら
す
代
金

支
彿
を
拒
絶
す

る
場
合

之
等

の
中

㈲

㈲

㈲

の
三

つ
は
そ

の
性
質

上
之

を

O
器
爵

空
。。犀

の
系
列
申

に
入
れ

る
こ
と
が
出
來
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
何

と
な
れ
ば
、
未

だ
貨
物

の
引
渡

が
費

買
爾
當
事
者

間

に
完
了

せ
す

、
從

つ
て
買
人

に
封

し

ρ

。山
諄
を
賦
與
す
る

に
至

つ
て

ゐ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
假
令

、
延
佛

(∪
①
h。
霞
巴

守
団
ヨ
①
暮
)
に
よ
る
取
引

の
場
合

で
あ

つ
て
も
、
貨

物
が
買
人

に
よ

つ
て
引
取
ら

れ
た
場
合

に
於

て
の
み

9

巴
幽け
空
箔

の
問
題

が
生
す

る
も

の
で
あ
る
。
。。
幕
爵
日
§

が
力
読
し

て
ゐ
る
や
う
に
、
こ

の
信

用
取

引
現
象
に
は
次
の
二
つ
の
分
別
せ
ら
る
べ
き
籍

が
あ
る
こ
と
は
注
目
櫃

す
る
所
で
あ
ら
囑
・
即
ち
そ
の

一
は
・
費
買
當
響

間

に
代
金

支
梯
義

務
上

の
關
係

を
生
す

る

の
は
資
本

(
即
ち
商
品
)

の
現
實
的
移
輻

が
行
は
れ
た

る
時

で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ

の
二
は
代
金
支
佛
猫
豫

が
與

へ
ら
れ
る
掛
取
引

に
於

て
は
そ

の
取
61
期
問
は
資

本

の
移
轄

が
債
模
者

(
即
ち
費

人
)
か
ら
債

務
者

へ
行
は
れ
た
時

か
ら
始
ま

つ
て
、
債

務
者

が
そ

の
代
金
支
佛

を
完

了
し
た
時

に
絡

了
す
る
も

の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

。ゆ
琴
葬
ヨ
き

が
こ
の
明
瞭
な
事
實

を
特
に
取
り
上
げ

て
ゐ
惹

の
は
、
從
來

の
諸

學
者

が
信
用
取
引

の
實
膿
を
把
握
す

る
こ
と
な

く
、
未
だ
貨
物

の
現
實

的
移
輻

が
行
は
れ
な

い
に
も
拘

ら
す
最
早
や
代
金
回
牧
不
能

に
陥

り
、
9

。
舞

空
。・犀
が
護

生
す
る
と

い
ふ

25)Shenkman,ibid.,P.37.



鋤

誤

謬
を
根
本
的

に
是

正
す

る
た
め

に
外
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。
即
ち
買

人
は
貨
物

引
取
を
拒
絶
す
る
場
合

に
於
て
は

9

巴
詳

の

利

用
が
當
然
そ

の
結

果
不
可
能

と
な
り

、
貨
物

の
移
韓

も
從

つ
て
行
は
れ
な

い
こ
と

玉
な
る
も
の
で
あ

る
。
蓋
し

9

。
鼻

空
玲

は

債

務

の
履
行
不
能

の
危
瞼

で
あ
る
か
ら
、
そ

の
原
因
は
債

務
者

の
支
梯

不
能

か
ら
生
す

る
場
合

の
み
に
限
定
す
る

こ
と
は
出
來
な

い
。
而
し

て
、
外
國
貿
易

に
關
す
る
限
り
に
於

て
の

9

。
鼻

空
。・匠

と
は
、
引
渡

さ
れ

た
貨
物

に
つ
い
て
、
外
國

の
債
務
者
た
る

輸
入
業
者

が
輸
出
業
者

に
支
梯

ふ

べ
き
代
金

の
支
彿
不
能

に
陥

つ
た
場
合

の
危
険
を
指
構
し

て
ゐ
る
と
・考
ふ

べ
き

で
あ
る
。

9

①
舞

空
。・駕
彼
生

の
直
接
的
原
因

は
債

務
者

の
支
梯
不
能

に
あ
る
こ
と
は

一
般

に
認
め
ら
れ
る
所

で
あ
る
が
、
そ

の
責
が
債
棲

者

の
側

に
あ
る

こ
と
も
珍
ら
し
く
な

い
。
債
樺
者

で
あ
る
輸
出
業
者

が
販
費
政
策

及
び
貸
付
政
策
を
誤
る

こ
と

に
よ

つ
て
こ
の
種

の
危
瞼
を

招
來
す
る

こ
と
も
勘

く
な

い
の
で
あ
る
。
即

ち
輸
出
業
者

の
不
注
意

叉
は
無
経

験

の
た
め
こ

の
種
危
瞼

の
獲
生
を
豫
知

す

る
こ
と
が
出
來
な

い
こ
と
が
よ
く
見

ら
る

x
所

で
あ
る
。
然

し
、

こ
の
危
瞼
獲

生
を
あ
ま
り

に
も
警
戒
す

る
場
合

に
於

て
は
却

つ
て
取
引

の
安
全
を
阻
害

し

て
不
測

の
結
果
を
惹
起
す

る

こ
と
が
あ
る
。
債
務
者

で
あ
る
輸
入
業
者

が
支
梯

不
能

に
脩
る
場
合

の

原
因

は
、
自

己
の
経
験

の
訣

如
及
び
之

か
ら
生
す

る
経
螢
費

及
び
そ

の
他

の
維
費

の
増
大
拉
に
諸

原
因

に
基

く
消
費
者

の
購
買
力

減

退
か
ら
生
す

る
輸
入
業
者

の
資
本
同
韓
及
び
利
潤

に
封
す

る
不

利
な
影
響

に
依

る
場
合
が
最
も
多

い
。
債
務

の
同
牧
不
能

の
原

因
は
大
牛
債

務
者

の

勺
費
。・
。
コ
巴
閑
・
一貯
げ
出
一蔓

訣
如

に
蹄
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
否
定

し
得
な

い
所

で
は
あ
る
が
、
債
務
者

の
支

佛
拒
絶
行
爲
と
外
界
的
諸

事
情

と
の
聞

に
こ

の
や
う
な
危
険
を
嚢

生
さ
せ
る

に
至

つ
た
因
果
關
係

が
存

在
し
て
ゐ
る
こ
と
は
看

過

鋤

出
來
な

い
。
古

い
歴
史
を
有
す

る
商
業
枇
會

に
於

て
は
そ

の
踏
襲

さ
れ

て
ゐ
る
商
業
道

徳
観
念

の
改
攣

は
外
界

の
物

理
的

・
経

濟

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
八
七

26)CreditRiskとMarketingRifk
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五
八
八

的
事
情

の
攣

化

に
比
し

て

一
暦
緩

漫

に
行

は

れ

る

も

の

で
あ

る
。
商
業
杜
會

の
道
徳

標
準

の
攣
化
を

示
す
諸
報
道
は
個
人
的

の

○
且
昌
一。
旨

の
形
叉
は
破
産

.
不
渡

手
形
其
他

の
具
腿
的
報
道
材

料
の
形

に
於

て
蒐
集

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
之
等

の
諸
報

道

は
專
問
的

に
蒐

集
さ
れ

て
ゐ
る
外
界

の
物

理
的

・
経

濟
的
事
情

の
攣

化

の
統
計

に
比
す

る
と
き
は
そ

の
確
實

性

に
於

て
よ
り
劣

る
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
、
商
業

慣
習

(切
器
ぎ
①ω
ω
缶
駐
蓼

碧
自
ρ
韓
。
ヨ
ψ)
上

の
憂
化
は
規
則
的

・
劃

一
的

に
護

生
す

る
も

の
で
は

な

い
か
ら
、
そ

の
確
實
な
測
定
が
困
難
と
な

る

の
で
あ
る
。
更

に
困
難

な
こ
と
は
、
各
個
人
が
如
何

に
し

て

一
般
道
徳
規
範

に
違

反
す
る
行

爲

に
出
る
か
と

い
ふ
こ
と
及
び
そ

の
違

反
行
爲

と
外
界
的
事
情

の
攣
化

と
の
關
係
を
豫
見
す

る
こ
と
で
あ
る
。
個
人
信

用

.
商
業

上

の
経
験

.
経
螢
方
法
及
び
貸
付

.
販
費
政
策
等
は
各

の
場
合

に
於

て
異

る
も

の
で
あ
る
。
前
述
し
た
や
う

に
、
大
職

以
來

、
取
引
上

の
経
験

の
淺

い
そ

の
信

用
程
度

の
不
明
な
企
業

が
績

々
と
護
生
し
た
結

果
、
こ

の
方

面

の
報
道
は
釜

々
依
頼

し
…難

い
も

の
と
な

つ
て
き
た

こ
と
は
注
意

に
値
す

る
。
然

し
之
は
必
す

し
も

O
器
臼
舟
零
路

の
分
類

研
究
を
不

可
能

に
導

く
も

の
で
は

な

い
。
そ

の
故

は

9

巴
胃

空
玲

の
多
く
は
、
取
引

の

一
般
的
趨
勢

に
順
鷹
し

て
嚢
生
す

る
も

の
で
、

一
市

場
が
何
等

か

の
原
因

に
基

い
て
取
引

の
、
一
般
趨
勢

に
俘

ふ
こ
と
が
出
來
な

い
場
合

に
代
金

支
佛
不
能

の
危
瞼

が
生
す
る

に
至
る
も

の
で
あ
る
か
ら

で
あ

る
。
叉

一
取
引

の
系

列
内

に
多
く

の
補

助
機
關

が
存
在
す
る
こ
と
が
こ

の
危
瞼
嚢
生

の
不
安
を
釜

々
濃

厚

に
す

る
こ
と
も
考
慮
を

要
す

る
。
之
を
具
燈
的

に
織
物
取
引

に
例
を
求
め

て
示

せ
ば
、
織
物
原
料
品

の
生
産
者

と
織

物
小
費
商
と

の
聞

に
は
國
際

貿
易

に

於

て
は
次

の
連
鎖
機
關

が
存
在
す

る
。
i

即

ち
、
輸
出
問
屋

(≦

ぎ
一霧
鎖
一。
国
壱
。
§

H)
・
世
界
商
品
市
場

に
於
け
る
仲
介

人

・
牛

製

口開
生
産

者
及
び
同

品
の
卸
費
商

人

・
完

成
品
生
産
者

・
生
産
國

の
輸
出
商
及
び
消
費
國

の
輸
入
商
並

に
小
費
商
之

で
あ
る
。
商



晶
は
原
料
品

の
過
程
か
ら
牛
製

品
、
更

に
完
成
品

へ
の
階
梯

に
近
づ
き
、
愈

ミ
消
費

せ
ら
れ
る

に
至
る

に
從

つ
て
そ

の
配
給
機
關

も
釜

凌
複
雑

と
な
・り
、
蓮
途

・
取
引
共
他

の
諸
経
費

は
漸
次
増

大
し

て
、
金

融
關
係

も
複
雑
多

岐
と
な
り
、
從

つ
て
そ

の
危
瞼
率

も
大

と
な
る

の
で
あ

る
。
此

等

の
蓮
鎖
系

列

の
申

に
於
て
、

一
度
何
等
か

の
形
態

に
於

て
支
彿
不
能

の
危
瞼
が
獲

生
す

る
場
合

に

於

て
は
、
之

は
そ

の
程
度

の
差
は
あ

る
と
し

て
も

、
蓮
鎖
全
龍

に
波

及
し

て
何
等

か
の
影
響
を
與

へ
す

に
は
措
か
な

い
も

の
で
あ

る
。
國
際

商
業

に
於

て
は
、
今

や
企
業
合

同

の
傾
向

が
顯
著

と
な
φ
、
大
資
本

の
下
に
企
業

が
集
中

し
て
ゐ
る

が
、
之
は
完

全
な

9

a
詫
閑
凶降

の
防
壁

と
は
な
り

得
る
と
は
噺
言
出
來
な

い
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
、
國
際
貿
易
上

の
大
規
模
組
織

の
商

工
業

合
同
経

螢
は
重
要
商
晶
機

構

に
於

て
は
金

融

の
領
域

と
至

大

の
關
係
を
有
し
、
現
代

の
経

濟
組
織

の
下

に
於
け
る
市
場

の
存
在
す
る
限
り

は

支
佛
不
能

・
破
産

の
不
安

を
根
絶
す

る
こ
と
は
出
來
な

い
か
ら

で
あ
る
。

ー

蜀

D

爲

替
相
場
攣
動
上

の
危
瞼

國
際

貿
易

取
引

の
決
濟

に
は
爲

替
取
引
及

び
輸
出

入
國

貨
幣

の
換
算
問
題

が
蔭

の
形
に
添

ふ
如
く
附
随
す
る
も

の
で
あ
る
。
即

ち
商

品
代
金

の
受
取
叉
は
支
佛

が
費
買
契
約

締
結

時
と
異

る
時

に
於

て
行
は
れ
る
た
め
に
、
爲

替
相

場
攣
動

上

の
危
瞼

が
何
れ

か

の
當
事
者

叉
は

双
方

の
當
事
者

に
よ

つ
て
員
措

せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

爲

替
相
場
攣
動
上

の
危
瞼

員
澹
者

は
、
費

買
契
約

債
格
表

示
貨
幣

の
種
類

に
よ
つ
て
定
ま
る
も

の
で
あ

る
。
即
ち
、

L

輸
出
國
貨
幣

で
建
値

を
定
め
る

と
き
は
、
爲
替
危
険
は

輸
入
業
者

の
員
澹

と
な
る

且

輸
入
國
貨
幣

で
建
値

を
定
め

る
と
き

は
、
爲

替
危
瞼

は
輸
出
業
者

の
員
捲

と
な
る

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
八
九

28)Haas,ibid.,PP.324-6.



五
九
〇

皿

第
三
國
貨
幣
で
建
値
を
定
め
る
と
き
は
、
爲
替
危
瞼
は
輸
出
入
業
者
双
方
の
員
憺
と
な
る

鋤

第
三
國
貨
幣

で
建
値
を
定
め

る
場
合

の
攣
動
危
瞼

負
憺

の
程
度

は
場
合

に
よ

つ
て
異

る
も

の
で
あ
る
。

さ

て
、
爲
替
相

場
攣
動

上

の
危
瞼

は
通
常
、
爲

替
豫
約

(聞
。
暑

9
乙

国
×
。冨
謁

①
O
。
9
目
曽
。丹)
に
よ
つ
て
、
韓
嫁

さ
れ
る
も

の
で

あ
る
が
、
場
合

に
よ
つ
て
は
爲
替
相

場

の
攣
動
激

じ

い
た
め
、
或

は
そ

の
貨
幣
種
類

が
未
だ
世
界
的

に
爲
替
市
場

の
取
引
圏
内

に

入

つ
て
ゐ
な

い
た
め
爲
替
豫
約

締
結

が
出
來
な

い
場

合
も
あ
り
得

る

の
で
あ
る
。

こ

の
や
う
な
場
合

に
於

て
は
、
貿
易
業
者

、
特

に
も
輸
出
業
者

は
こ

の
危
瞼
を
縣
嫁
す
る
他

の
方
法
を
考
究

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
こ

の
た
め
に
は
、
費

買
代
金

同
牧
方

法
を

こ
の
立
場
か
ら
、
最

も
安

全
な
も

の
を
選

ぶ
こ
と
を
考
慮
す
る
を
要

す
る
。
他
方

、
輸
入
業

者

に
と
つ
て
も
輸

入
代
金

支
彿
上
略

伺

檬

の
關
係

が
存
す

る
。

恥

肚
會
的

・
政
治
的

・
経
濟
的
其
他

の
事
情

攣
動

上

の
危
瞼

(
之

は
職
争

.
革
命

.
内
齪

・
國
家
的

モ
ラ
ト
リ

ア
ム
、
或

は
天
攣

地
異

に
基
く
代
金
同
牧
上

の
危

瞼
食

生

の
場
合

で
あ

つ
て
、

之

等
偶
獲
的
原
因

に
基
く
諸
危

瞼
は
そ

の
國
民

の
商

口聞
購
買
力
を
急
激

に
減
退

せ
し
む

る
結
果
、
外

國
貿
易
に
從
事
す

る
籔
多

の

の

商
杜
も
内
國
商
業
者

の
破
綻

の
影
響
を
受
け

て
、
支
佛
能
力
が
頓

に
薄
弱
と
な

る
場
合

が
勘
く
な

腕
。
し

か
も
、
國
際
貿
易
機

構

は
輸
出
入
國
間

の
み

の
政
治

的

・
肚
會
的

・
経

濟
的
諸
事
情

の
攣
動
危
瞼

に
の
み
曝
さ
れ

る
も

の
で
は
な

く
、
地
球

の

一
角

に
起

る
諸

攣
化
は
直
ち

に
以

て
國
際
商

品
市

場
に
何
等

か

の
響
を
組
ハ
へ
す

に
は
お
か
な

い
も

の
で
あ
る
。

こ

の
や
う
な
危
瞼

に
封
し

て

は
、
未
だ
保
瞼

制
度

の
よ
く
填
補
す

る
所

で
は
な

い
。
從

つ
て
、
貿
易
業
者
は
常

に
國
際
情
勢

の
攣

化
に
留
意
し
、
之
等
偶
焚
危

29)池 田 實 ・外 國 爲 替 論(昭 和 十 一 年 刊)p .286.

30)Shenkman,ibid.,P.49.



瞼

の
豫
知
し
得
る
も

の
に
は
そ

の
手
段
を
充
分

に
講
じ
、
代
金

同
牧
方
法
も
國
際

的
に
信
用

あ
る
金
融
市
場

に
於

て
決
濟
す
る
等

の
安
全

且
便
利
な
方
法
を
探
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

以
上
論

述
し
た
や
う

に
、
國
際
貿
易
金
融
機
構
は
諸
種

の
危
瞼
を
包
藏

し

て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
ー

し
か
も
、
之
等

の
危
瞼

が
或

は
濁
立
的

に
、
或

は
相
關
的

に
、
入
爲

的

・
自
然
的

の
原
因

に
よ

つ
て
磯
生
し
、
貿
易
金
融
方
法

に
色

々
の
制
約
を
與

ふ
る

も

の
で
あ
る
。
吾

人
は
之
等
危
瞼

の
吟
味

に
考
察

を
加

へ
た

が
、
更

に
之

を
考
量

し
つ

玉
輸
出
貿
易
金
融
方
法

の
商
學
的
考
察
を

す

る
こ
と

玉
す

る
。

四
、
貿
易
金
融
方
法
の
考
察

貿
易
金
融
方

法

の
考
察

は
、
貿
易
金
融

の
内
容
分
類

に
そ

の
出
嚢
瓢
を
求
め
、
之

に
前
節

に
述

べ
た
貿
易
金
融
方
法
決
定

の
要

因
を
考
慮
し

て
論
述
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
、
輸
出

入
貿
易
金
融
方
法

の
総

て
に
亘

つ
て
考
察

の
眼
を
向
け

る
べ

き

で
は
あ
る
が
、
本
論

に
於

て
は

、
輸
出
商

品
仕
入
金
融
及

び
代
金

同
牧
法

に
就

て
考
察
す
る

こ
と

』
す
る
。
輸
出

口叩
製

造
資
金

々
融

レ・
貿
易
振
興
金
融

及
び
輸
入
貿
易
金
融
等

に
つ
い
て
は
他

日
稿
を
改
め
た

い
と
思

ふ
。

輸
出
貿
易
金
融
方
法
を

以
上

の
観

黙
か
ら
分
類

す
る
と
次

の
如
く
な

る
。

工

輸
出
商
品
仕
入
金
融
方
法

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
九

一



五
九

二

A

現
金
前
佛

B

當
座
借
越

C

爲
替
當
座
貸

D

其
他
の
仕
入
金
融
方
法

皿

輸
出
商
品
代
金
同
牧
方
法

EDCBA

現
金
前
佛

仕
向
地
に
於
け
る
船
積
書
類
引
換
彿

ク
リ
ー

ン
手
形
に
よ
る
代
金
同
牧

輸
出
荷
爲
替
手
形
に
よ
る
代
金
同
牧

信

用

貸

工

輸
出
商

品
仕
入
金
融
方
法

淘

現
金

前
佛

(団
ミ
日
①
暮

ぎ

》
牙
き
8
)

(輸
出
業
者

に
と

つ
て
、
総

て
の
観
黙

か
ら
最

も
望

ま
し

い
輸
出

商
品
仕
入
金
融
方
法
は
輸
入
業
者

か
ら
現
金
前
彿
を
受
く

る
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
方
法

は
更

に
次
'の
三
種

に
分

つ
こ
と
が
出
來
る
。

㈲

註
文
同
時

彿

(弓
鎚
ヨ
①
暮

鼠

9

0
乙
興
)



㈲

註
丈
時

一
部
支
佛
、
淺
金

逐
次
佛

(牢

。
σq
器
。・。・
男
昌
日
窪
侍)

`
㈲

積
出

地

に
於
け
る
船
積
書

類
引

換
彿

(9

。・ゴ
書

U
。
年
・
昌

葺

コ

8
①
。
h
。D
ぴ
ぢ
旨
①
暮
)

註
文

と
同
時

に
代
金

の
全

額
を
入
手
す
る
輸
出
貿
易
金
融
方
法

は
金
融

上
の
危
瞼
員
澹
を
全

面
的
に
輸
入
業

者

に
韓
嫁
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
輸
入
業

者

の
立
場
か
ら
は
頗

る
不
満

足
な
金
融
方

法
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
詳
言
す
れ

ば
、

①

貨
物
積
出
前

に
代
金

が
支
彿

は
れ

、
輸
出
業
者

が
正
當

の
理
由

に
基

く

こ
と
な
く
積
出

を
遅
延
叉
は
中
止
す

る

の
危
瞼
存

す

る
こ
と

㈹

輸
出
業

者
が
萬

一
破
産
す

る
場
合

に
於

て
は
輸
入
業
者

は
他

の
債
櫨
者

に
優
先
し

て
引
渡
未
濟
貨
物

の
引
渡

要
求
を
な
し

得
蹴

い
危
瞼
あ
る

こ
と

鋤

'
前
佛
し
た
資
金

が

一
定
期
聞
固

定
す

る
こ
と
、
殊

に
も
金

額
大
な
る
場
合
は
釜

々
こ
の
不
利
釜
存
す

る
ζ
と

H・W

輸
入
業
者
は
爲
替
攣
動

に
よ
る
利

釜
に
均

需
し
得
な

い
虞
あ
る
こ
と
。
之
は
代
金
途
付
時

の
爲
替
相
場

が
輸
入
業
者

に
と

(

つ
て
不
利
な
る
場
合

に
起

る
問
題

で
あ
る

か

Σ
る
、
輸
入
業

者

に
と

つ
て
頗
る
不
利
な
内
容

を
持

つ
て
ゐ
る
代
金
決
濟
方
法

の
利
用
は
當
然
或
範
園

に
限
ら
れ

な
け
れ
ば

め

な
ら
な

い
。
先

づ
學
げ
得
ら
れ

る

の
は
次

の
三

つ
の
場
合

で
あ

る
。

①

費
買
爾
者
聞

に
常
規

的
取
引
關
係
が
鉄
如

し

て
ゐ
る
場
合

㈹

註
文
品
完
成

の
た
め

に
多
額

の
資
金

が
固

定
す

る
場
合

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
九
三

1)Shenkman,ibid.,p.16.Grif丘n,ibid,,pp.272-3.

Trade,NewYork,2ndEdition,Ig2g,p.叫1.

H.C.Kidd,Foreign



五
九
四

珊

買

人

の
支
佛
能
力

に
つ

い
て
充
分
な

る
信
用

が
託
し
得
ら
れ

な

い
場
合

(從

つ
て
、
こ
の
決
濟
方

法
は
、
費
買
爾
當
事
者

が
初
め

て
取
引
を
な
す
場
合

、

一
定

の
仕
様
書

に
よ

つ
て
製
造

せ
ら
れ

る
特
殊

品

の
取
引
を
行

ふ
場
合
、
取
引
金

額
が
莫
大

に
上

る
場
合
、
又
は
極

々
少
額

の
註
文
を
受
く
る
場
合
等

に
於
て
主

と
し

て
輸
出
業

者

の
利
釜
擁
護

の
た
め

に
利

用

せ
ら
る

玉
も

の
で
あ
る
。
故

に
之

を
以
て
競
争

の
激
甚

な
國
際
貿
易
界

に
新

販
路
開
拓

を
目
指
す

こ
と
は
到
底

達

し
得
な

い
望
み

で
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

こ

玉
に
於
て
輸
出
業
者

は
先
づ
そ

の
前
彿
金
額

の
減

少
を
飴
儀
な
く

せ

ら
れ

る
に
至
つ

て
、
㈲

の
註
文
時

に
三
分

の

一
、
積
出
時

に
三
分

の

一
、
積

出
後

一
定
期
間

内
叉
は
到
着
時

に
淺
り

の
三
分

の

一

を
支
彿

ふ
と
い
ふ
條
件

(
之
を

中

o
αq
器
。・。・
男
鎚
日
。
暮

と
構
す

る
)
叉
は
註
文
時

に
若

干
の
内
金

を
得

て
、
註
文

口叩
の
製
造

工
程
進

行

程
度

に
鷹

じ
て
支
佛
を
受
く
る
條

件
を
申
出

で
る

こ
と

玉
な

る

べ
く
、
更

に
顧
客
を
吸
牧
す

る
が
た
め
に
は
、
船
積

.
運
迭

.

わ

保
管
等

の
費
用

の
み
を
要
求
す

る
と

い
ふ
黙
迄
譲
歩
す

る
場
合

も
珍

ら
し
く
な

い
所

で
あ

る
。

前

述

の

中

。
繋
$
。・
男
塁
B
。
三

に
よ
る
方
法
は
曾

て
猫
逸

が
小
額

の
取

引
に
於

て
南
米
及
び
中
米

に
封

し
て
利
用

し
た
所

で
あ

り
、
叉
今

日
米
國

に
於

て
は

男
薄
・
勺
ミ
臼
窪
け
と
構

し
て
、
廣
く
利
用

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
英
國

に
於

て
は
機
械
類

の
輸
出

に
之

と

の

類

似

の
分
割
梯
方
法
を
用

ぴ
て
ゐ
る

こ
と
は
軌
を

一
に
し
て
ゐ
る
と

い

へ
や
う
。
他
方

、
珈

排

・
砂
糖

.
小
萎

.
棉
花

.
其
他
農

産

物

の
生
産
を
業

と
す

る
消
費
者
を
顧

客
と
す
る
輸
入
商
は
豫

め
之
等
農
産

物

の
牧
穫
前

に
所
要
商

品
を
仕
入
る

玉
の
必
要

が
あ

り

、
し
か
も
そ

の
商
品
販
費
代
金
同
牧
は
牧
穫
後

に
行
は

る

」
事
情

に
あ
る
た
め
、
海
外
よ
り

の
商
品
輸
入

に
當

つ
て
は
現
金

前

彿

方
法

に
よ
る
こ
と
が
特

に
も
不
利
と
な

つ
て
く

る
こ
と
は
、
販
責

市
場

の
態

様
と
金
融
と

の
關
係
問
題

と
し

て
充
分
考
察

に
値

2)Haas,ibid.,P.310・

3)Griflln,ibidウP.273・

Shenkman,ibid.,p.16.

Shenkman,ibid.,P.16。



す

る
も

の
で
あ
ら
う
。

か

玉
る
特

殊
事
情

蛙
に
其
他

の
諸
原
因

に
促
さ
れ

て
、
輸
出
業
者

は
輸
入
業
者

よ
り

の
信
用
歌

提
供
に
ょ

つ
て
、
決

濟
上

の
危
瞼

を
そ

の
獲
行
銀
行

に
簿

嫁
し
、
以

て
前
佛

と
同
様

の
経

濟
的
効
果
を
牧
め
得
る
決

濟
方
法

の
利
用
者
と
な

り

つ

玉
あ
る

の
で
あ

る
。

ω

の
積
出

地
に
於
け

る
船
積
書
類

引
換

現
金
佛

に
は

二

つ
の
場
合
が
あ
る
。
共

一
は
輸
入
業
者

が
輸
出

地
の
代
理
店

に
豫
め
支

り

佛
資
金

を
迭
り
船
積
書
類

引
換

に
現
金
を

支
彿
は

せ
る
決
濟
方
法

で
あ
る
。

こ
の
方

法
は
時

に

甲

。
ぴQ
§

。・
男
昌
§
・
幕

の
方
法

と

合

し
て
用

ぴ
ら
れ

る

こ
と
も
あ
る
が
、
欧
洲
大
戦
直
後

、
國
際

信
用
が

一
時
的

に
せ
よ
そ

の
基
礎
を
危

ぶ
ま
れ
大
職
前

の
如
く
豊

山口田
な

る
割
引
市
場

の
資

金
を
得

る
こ
と
が
困
難

と
な

つ
た
時

に
於

て
輸
出
業
者

に
と

つ
て
最
も
安
全
な

貿
易
金
融
方
法

と
し

て
利

用
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ

つ
た
。
蓋

し
當
時

こ
の
方
法
が
廣
く
利

用
せ
ら
れ
た
事
實
は

、
輸
出
業
者

が
輸
入
業
者

に
封
す

る
金
融

の

危
瞼
員
憺

を
遜
け

や
う

と
し
た
こ
と
、
費

上
代
金

の
固
定
期
聞
を
最

少
限
度

に
縮

少
し
や
う
と
し
た
こ
と
、
及
び
金
融
危
瞼
を
輸

入
業

者
叉
は
銀
行

に
韓
嫁

せ
ん
と
し
た

こ
と

の
誰
左

に
外
な

ら
な

い
も

の
で
あ
る
。

然
し

、
充
分

な
る
護
達
を
途
げ

且
廣
く
行
は
れ

て
ゐ
る
種
類

の
取
引

に
於

て
は
こ

の
船
積

書
類

引
換
梯
な

る
決
濟
方

法
は
外
部

の
経
濟
的
事
情

と
相
容
れ
な

い
黙

を
見
出

す
も

の
で
あ
る
。
と

い
ふ
の
は
、
完
成
品
を
輸
入
す
る
多
数
國

の
購
買

力

の
源
泉

た
る

國
民

の
所
得
は
農
産

品
の
販
費
か
ら
生
す

る
も

の
で
、
し

か
も
國
に
よ

つ
て
は
國
民

の
大
部
分

が
農
業

に
從
事
す
る
こ
と
す

ら
あ

る
が
、
之
等

の
國

の
資
本

廻
韓
率
は
他

の
工
業

國

に
比
し

て
低

く
、

六
ヶ
月
乃
至
は
九

ケ
月
毎

に

一
度

の
こ
と
す
ら
珍
ら
し
く
な

い
か
ら
、
貿
易
決
濟
方
法
も
之

に
調
和
す
る
も

の
を
選

ぶ
必
要

が
あ
る
。
叉
准
資

本
主
義
國

(。。
§

凶δ
畳

ミ

警
8

8
巷

傍幣
q・
)
叉
は

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
九
五

4)Kidd,ibid.,p.141.



五
九
六

新

興
資
本
主
義
國

に
於

て
も
次

の
事
實
を
考
慮
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
先
づ
、
之
等

の
商
業
信
用
嚢
達

の
低

い
國

に
於
け

る

言

2
鼻
§
8

は
諸
多

の
職
能

、
就
中
信
用
賦
盟
ハ
の
職
能
を
も
螢
ま
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
こ
と
、
資
本

の
蓄
積

及
び
供
給

が
需
要

に

到
底

適
合
し
な

い
こ
と
、
商
品
供
給
市
場

と

の
距
離
大
な

る
こ
と
、
運
逡
機
關
不
備
な
る

こ
と
、
し
か
も
需
要

の
季
節
的
攣
動
大

な

る
た
め
、
よ
り
多
く

の
在
庫

晶
を
保
有
す

る
の
止
む
な
き

こ
と
等
之

で
あ

る
。
從

て
先

進
諸
國

に
比
し
金

融

の
た
め
多
く

の
資

本

を
要

し
、
こ
の
資

本

の
大
部
分

は
先
進
資
本
主
義
國

が
之
等
後
進
國

に
供
給
す
る
商
品

の
金

融
を
通

し

て
求

め
ら
る

製
の
で
あ

る
。
故

に
か

玉
る
國

で
は
、
船
積
書
類

引
換
現
金
彿

の
決
濟
法
は
取
61
上
頗

る
障
碍

と
な
ら
ざ
る
を
得

な

い
。

世
界
主
要

工
業

國

は
夙

に
こ
の
経
濟
的

必
然
事
實
を
看

取
し

て
、
之

等
後
進
消
費
國

へ
の
資
本

輸
入
を

可
能
な
ら
し
む
る
金
融
方

法
を
利
用

し
て
ゐ

の

る

の
で
あ
る
。
尤
も

彼
等

工
業
國
間

の
激
甚
な
る
競
争

の
事
實
も

そ
の

一
因

で
は
あ

る
が
Q

然

し
、
國
際
貿
易

に
於

て
信

用
取
引

が
損

張
せ
ら
れ

つ

玉
あ

る

一
方

に
於

て
、
輸
出

入
國

の
複
雑
な
要
求

の
現
は
れ
と
し
て
生

惣

れ

出
た
商

工
業

上
の
カ

ル
テ
ル

・
企
業

合
同
の
重
要
性

は
再

び
現
金
佛
方
法

の
復

活
を
齎

ら
し

つ
玉
あ

る
こ
と
は
看
過
し
得
な

い

現
象

で
あ
る
。
猫
逸
機
械
器
具
製
作

商
組

合

(日
穿

q
三
。
旨
。
剛
Ω
窪
B
彗

竃

碧
げ
ぎ
・
↓
8
一
冨

碁
・
邑

蚊

に
猫
逸
機
械
建
築

工
場

組

合

(↓
冨

d
コ
凶8

。
購
O
・言

き

竃
碧
ゲ
凶暮
q

望

凶察
お

ミ

。
器

)
に
於

て
は
彼
等

の
決
濟
條
件
を
註
丈
時

に
三
分

の

一
支
梯

、

積
出
時

に
淺
額
三
分

の
二
支
佛

と
協
定
し

、
後
者

三
分

の
二

の
申

、
三
分

の

一
に
掲

し

て
は

三
ヶ
月

の
信
用
期
闇
を
與

へ
て
ゐ
る

の

で
あ
る
。
叉
猫
逸
磁
器
製
造

工
場
組
合

(日
冨

》
ψω
。
。凶9
ま

昌

9

0
巽
臼
彗

殖
。
言
巴
絵
昌
聞
碧
8
H凶8

い
巳
し
は
同
國

に
於
け

る
斯

業

の
重
要
な
る
企
業
集

團

で
あ
る
が
、
之
は
信

用
取
引
期
聞
を
三

ケ
月
以
内

と
し
現
金
取
引

に
は

二
分

の
割
引
を
許

容
し

て
ゐ
る

5)米 國 の 如 く貿 易 金 融 上 に は寧 ろ保 守 的 な 國家 に於 て す ら,こ の事 實 な 認 め

て きた こ とは注 目すべ き一であ ら う(Shenkman,ibid.,P.18.A,A・Preciado,

ExportingtotheWorld,NewYork,Ig20,P・175・)



の

の
で
あ
る
。
此
外
、
種

々
の
企
業

が
そ

の
團
禮

力
を
利

用
し

て
或
は
確
認
信

用
歌
を
要
求
し
或
は
嚴
密
な

る
現
金
彿

を
要
求
す
る

商
慣
習
を
形
成
し

つ

玉
あ

る
も

の
で
あ
る
。
輸
出
品
製

造
業
者

が
債
格
及

び
支
佛
條

件

の
協
定
を
す

る
た
め
互
に
結
成

し

つ

玉
あ

る
そ

の
努
力

の
結
果
は
凡

て
に
於

て
、成
功
を

牧
め

て
ゐ
る
と
は
断
言
し
得
な

い
所

で
は
あ

る
が
、
幾

多

の
も

の
は
漸
次
合
同

の
實

を
基
げ

て
信

用
取
引
上

の
危
瞼

の
完
全
な
る
騙
逐
を
な

し
つ

玉
あ
る
こ
と
が
見
出

さ
れ

る

の
で
あ
る
。

一
九

=
二
年

伯
林
に
於

て
、
商
業
調
査
局

で
行

つ
た
統
計

の
示
す
所

で
は
、
猫
逸
國

の
輸
出
総
債

額

の
四
六

・
七

%
は
貨
物
引

渡

日
よ
り
三
十
日
以
内

支
彿
條
件
、
三
〇

・
五
%
は
三
ケ
月
信
用
條

件
、
二

一
・
九
%
は
三
ケ
月
以
上
信

用
條
件

で
あ
り

、
職
後

一
九

二
九
年

の
調
査
結

果

に
於
て
は
、
現
金

支
佛
條

件
が
四
六

・
五

%
と
な
り

、
三
ヶ
月
以
上
信
用
條
件
は

三
五

・
四
%
に
上

つ

わ

た
と

の
こ
と
で
あ
る

が
、
之

は
猫
逸

の
経
濟
的
事
情

の
攣

遷
及
び
猫
逸

の
特

殊
的
取
引
慣
習
等
を
考

慮
し

て
判
断
す

べ
き

こ
と
で

は
あ
る
が
、
現
金

支
彿

方
法

に
封
す

る

一
傾
向
を
指

示
す

る
實
誰

と
し

て
頗

る
興
味
あ
る
も

の
で
あ
ら
う
。

次

に
其

の
二

の
場
合

と
し
て
は
、
輸
入
地
銀
行
穫
行

の
信
用
欣

に
よ
り
輸
出

地
銀
行
を
し

て
輸
入
業
者

に
代

つ
て
船
積
書
類
引

換

に
輸
出
業
者

へ
支
佛

は
せ
る
も

の
で
あ

つ
て
、
輸
出

地
銀
行
は
支
梯
金

額

に
封
し

て
、
輸

入
商
宛

手
形
を
振
出
し
決
濟
す

る
も

の

の
で
あ

る
。
此
種

の
信

用
状
は
確
認
不
取
消

の
場
合

が
多
く

、
し
か
も
手
形
振
出
上

の
責
任
か
ら
免
れ
得

る

の
で
あ

る
か
ら
、
資

金

の
利
用
期
聞
を
考
慮

外
に
置
く

と
き
は
貿
易
金
融
上

に
は
最
も
安
全
な
方
法

と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
方

、
輸
入
商

に

と
つ
て
は
、
註
文
と
同
時

に
現
金
彿
を
な
す
方

法

に
比
す

る
と
船
積
不
履

行

の
危
瞼

か
ら
冤
れ
得

る
利
黙
が
存
す

る
。

別

當

座
借
越

(O
く
①
H島
弾

)

(

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
九
七

6)

7)
8)

Shenkman,ibid.,P.Igの 諸 例 塗 照o

Shenkman,ibid.,p.20.

本 邦 の 横 濱 正 金 銀 行 の 護 行 す る``B"FormInstructiontt之 に 相 當 す るo叉

英 國 に 於 け るPaymentonReceiptCreditも 之 と類 似 の 性 質 の もの で あ ろo



五
九
入

之

は
當

座
預
金
を
有
す
る
銀
行

と
輸
出
業

者
が
當
座
借
越
約
定
を
締
結

し

て
、

一
定
期
聞
内

に

一
定
限
度

の
借
越
を
行

ふ
も

の

で
、
借
越
額

に
は

一
定
率

の
利
息
を
支
彿

ふ
の
で
あ

る
。
之

は
、
む
し
ろ
内
國
商
業
金
融

に
於

て
最
も
廣
く
行
は
れ

て
ゐ
る
も

の

で
、
外
國
貿
易

に
於

て
は

、
輸
出
業
者

が
輸
出
商
品

の
仕
入
資
金

と
し
て
之
を
借

入
れ

、
輸
入
業
者

か
ら
代
金
支
佛
を
受
け
た
時

の

に
之
を
支
彿

ふ
の
が
常

で
あ
る
。

こ

の
約
定

に
は
、
普
通
相
當

の
澹
保

差
入
を
な
す
か
、
叉
は
保

讃
人
を
立

て

る

も

の

で
あ

る

が
、
時

に
樹
人
信
用

に
よ
る
場
合
も
見
ら
れ

る
。

英
國

の
ラ

ン
カ

シ
ヤ
ー
地
方

に
於

て
は

、
綿
紡
績
業
者

及
び
綿
製

品
輸
出

問
屋
が
こ

の
當

座
借
越

の
方
法

に
よ

つ
て
仕
入
及

び

製
造

中

の
金
融
を
行

つ
て
ゐ
る
。
同

地
方

の
紡
績
業
者

は
過
ぐ
る
綿
業

好
調
時
代

に
は
大
部
分
は
信
用

の
み

で
こ

の
仕
入
資
金

借

越

を
行

ひ
得
た

が
、
近
時
螢
業
不

振
と
な

る
に
及
び
銀
行

は
捨
保
差
入
を
要

求
す

る
に
至
ゆ
、

こ
の
憺
保

は
主

と
し
て
固
定
資

産

た
る
土
地

・
工
場

・
紡
績
機
械
及
び
流

動
資
産

に
封
す

る
所

謂

固
8
ユ
轟

O
冨
お
$

(
自
由
管

理
)
等
か
ら
成

る
も

の
で
、
時

に

ゆ

は
副
澹
保
と
し
て
誰
券
類

叉
は
保
誰

人
を
要
求
す
る

こ
と
も
あ
る
。

次

に
紡
績
業
者

か
ら
仕
入
を
な
す
輸
出
問

屋
も
亦
金
融
を

必
要

と
す
る
。
そ

の
故
は
、
彼
等
問

屋
筋

は
綿
布
仕
入
後

七

日
乃
至

恥

十
日
以
内
7に
代
金
支
彿
を
要
す

る
も

の
で
、
し
か
も

「
生

地
で
」
(ぎ

昏
①
㈹
器
鴇
)
輸
出
を

し
な

い
限
り
は
、
之
を
染
上
げ
、
晒
し
、

捺
染

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
之

等

の
工
程

は
通
常

ニ

ケ
月
を
要
す

る
。

こ

の
期
間
は
資
金

が
固
定
す
る

の
で
あ

る
か
ら
、
資
金

を
求

め
る
た
め
紡
績
業
者

と
等
し
く
當

座
借
越

の
方
法
を
利
用
ず
る
も

の
で
あ

る
。
然

し
、
輸
出

問
屋

の
場
合

に
あ

つ
て
は
、
憺

保

と
し
て
差
入
れ
る

べ
き
固
定
資
産

が
な

い
か
ら
之

に
代

る
措
保
が
當

然
要
求
せ
ら
れ

る

の
で
あ
る
が
、
現
在

は
こ
の
憺
保

と
し

g)W.F.Spalding,TheFinanceofForeignTrade,London,2ndEdition,
1935,P.145.

10)〕Ellinger,ibid.,P.73.

lI)我 國1こ於 て も,綿 布 取 引 ば 即 時携(CashonDelivery)な 菩通 と し,入 絹 及

び絹 織 物 も通 常 之 に准 じ,生 糸 は 引渡 後 四 日 目に 支佛 ふ の が 一般 慣 脅 で あ
ろ。 な ほ,我 國 の横 濱正 金 銀 行 で は輸 出 問屋 筋 に樹 す ろ前 貸 金 融 な「別 約 」



て
染
色
申
叉
は
晒

工
程
中

叉
は
捺
染
中

の
綿
布
を
銀
行

に
差
入
れ

る
方
法

が

一
般

に
行

れ

て
ゐ
る
。

が
然
し
之
は
銀
行
業
者

に
と

つ
て
は

一
般

に
激
迎

せ
ら
れ
な

い
所
で
あ
る
。

蓋
し
之
等

の
工
程
申

に
あ
る
輸
出
問
屋

の
綿
布

に
封
し

て
は
、
夫

々
染
色
業
者

・

晒
業
者

.
捺
染
業
者

が
そ

の
加

工
料

の
支
佛
を
受
け
る
た
め
そ

の
商
晶

に
封

し

て

団
窪

を

有
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
銀
行
業

者
に
と
つ
て
は
そ
の
商
品
の
實
機

格
を
知
き

と
が
む
し
ろ
困
暫

ぜ
ら
る
亀

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
転
・

さ

て
、
然

ら
ば
當

座
借
越

に
よ
る
金
融

の
特
質

億
如
何
な
る
鮎

に
存

し

て
ゐ
る

で
あ
ら
う
か
。
第

一
に
學
げ
得
ら
れ

る

の
は
、

利
息

の
節
約

で
あ
る
。
即
ち
こ

の
金

轍
方
法

に
於

て
は
所
要
金
額

の
限
度

が
豫
め
定
め
ら
れ

、
そ

の
範

園
内

で
借
越

さ
れ
た
金

額

の
み
に
樹
し

て
利
息
が
付

せ
ら
れ

る
も

の
で
あ
る
か
ら
、

一
定
金

額
を

一
定
期
闇
借
入
れ

て
こ
の
全
額

に
封
し

て
利
息
を

支
彿

ふ

場
合

に
比
し

て
、
利
用
申

の
資
金

の
み
に
封

し

て
利

息
を
支
佛

ふ
経
濟
的
利
釜

が
存
す

る
。
第

二
に
、
當

座
預
金

の
延
長
と
し

て

の
資
金

の
利
用

に
よ
る
金
融
方
法

で
あ
る
か
ら
、
手
績

上
に
於

て
頗
る
簡

易
で
あ
る
。
然

る

に
、
他

方
に
於

て
こ
の
方
法

の
利
用

者

に
加

へ
ら
れ

る

玉

一
定

の
限
界

が
あ
る

こ
と
を
閑
却
し
得
な

い
。
即
ち

こ
の
金
融
方
法

の
便

釜
に
浴
す
る
業

者
は
信
用

・
資

産

上

に
於

て
銀
行

の
認
む
る
人

々
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
前
述
し
た

や
う

に
、
曾

て
は
綿
業

王
國
を
謳

歌
し
た

ラ

ン
カ

シ
ヤ
ー

に

於

て
す
ら
今

は
信
用

の
み
を
以

て
は

、
仕
入

・
製
造
資
金

の
借
入

に
困
難
を
感
す

る
時

代

で
は
あ
る
。

こ

の
や
う
な
経
濟
事
情

は

猫
リ

ラ

ン
カ

シ
ヤ
ー

に
限
ら
る

玉
も

の
で
は
な
く
、
世
界
各
國

に
見
ら
る

玉
所
で
あ

る
が
、
そ
れ

だ
け

に
固
定
資
産

・
流
動
資
産

の
所
有

に
患
ま
れ

得
な

い
多
く

の
中
小
業
者
は

こ
の
當

座
借
越

の
便
釜

に
均
需
し
得
な

い
憾

み
を
有
し

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。

Q

爲
替
當
座
貸

(穿

宕
#

>
8
。
口
葺
)

(

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

五
九
九

とい ふ 名稻 で 呼 ん で,一 般 輸 出業 者 に野 す ろ金 融 方法 と匪 別 して ゐ ろ。

12)Ellinger,ibi(LeP・74り



六
〇
〇

之
は

一
名
爲
替
前
貸

・
前
貸
等
と
も
辮

せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容

は
爲
替

豫
約

と
當

座
借
越

と
を
結
合
し
た

一
種

の
輸
出
品
仕
入
資
金

々
融
法

で
あ
る
。
由
來

、
輸
出
業

者

の
仕
入
資
金

調
達
方
法

は
種

々
あ

つ
て
之
を
鑑
し
得
な

い
が
、
仕
入
金

融
方
法

と
し

て
輸
出
業

者

及
び
金
融
業
者

に
と

つ
て
、
相

互
に
安
全
且
、
簡
易
な
方
法
は

そ
の
仕
入
商

品
を
澹
保

と
す

る
金
融
方

法

で
あ
る
。
然
も
こ

の
方

法

の
中
で
も
最
も
輸
出
業
者

に
と

つ
て
便
利
な
方
法
は
爲
替
當

座
貸

(
喩
出
前
貸
勘
定
)

に
よ

る
金

融

方
法

で
あ
る
。

我
國

に
於

て
は
、
横
濱

正
金
銀
行

が
最

も
早
く

こ
の
金
融
方
法
を
始
め
、
し
か
窓
最
も
多
く
之
を

輸
出
業
者

に
利
用
さ

せ
て
ゐ

る
が
、
そ

の
内
容
を
略
述
す

る
と
、

こ
れ

は
同
行

が
輸
出
問
屋

に
封

し
て
な
す

「
別
約
」

と
構
す
る
金
融
方

法

と
異

つ
て
、
そ

の

特

質
が
輸
出
業
者

が
輸
出
貿
易
契
約
を
海
外
輸
入
業
者

と
締
結

し
て
か
ら
、
商

晶
を
仕
入
れ

船
積

す

る
迄

の
期
聞
、
所
謂

「
船
待

期
間
」

に
封
す

る
金
融
法

で

あ

る
。

そ

の
方

法

は

、
豫

め
輸
出
業
者

を
し

て
貸
付
額
限
度

、
輸
出
商
品

の
種
類
数
量
及
び
仕
向

地
、
船
積

期
日
拉
び
に
積
込
船
名
等
を

銀
行

に
知
悉

ぜ
し
め

て
、
そ

の
前
貸
金
は
契
約

の
目
的

の
み
に
使
用

の
こ
と
、
仕
入
商
品

は
輸
出
業
者

が
銀
行

に
代

つ
て
保
管
責
任
を
費
澹

す
る
こ
と
、
船
積
後
直
ち

に
船
荷
誰
券

・
保
瞼
誰

雰
を
爲
替
手
形

と
共

に
銀
行

に
引
渡
す
等
を
條
件
と
し
た
輸
出
前
貸
契
約
を
な
し
、
船
積
後

に
銀
行
は

そ

の
輸
出
業
者

の
荷
爲
替
を
買
入

れ
、
前
貸
金
を
そ

の

代
り
金

か
ら
控
除

の
上

同
牧
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

が
た
め
銀
行

で
は
、
輸
出
業
者

か
ら
相

當

の
搭

保
叉
は
保
誰
人
を
要
求
し

て
、
輸
出
前
貸
勘
定
を
開

か
し
め
て
、
當

座
貸

■

越

の
形
式

に
よ

つ
て
契
約
融
通
限
度
迄
小
切
手

を
振
出

さ
し
め
る
も

の
で
あ

る
。
同
時

に
こ
の
方
法

の
特

質
と
し

て
學
げ
な
け
れ

13)橿 濱 正金 銀 行 で ば,通 例 儲積 完 了後ShippingAgentsか らBILの 提 出な

受 けて,之 れ と引換 にShipPingAgentsと の間 のMelnorandumに 基 いて

CargoReceipt奄 交 付 し,手 形1こ附 勝 す ろ他 のDocumentsぼ 輸 出業 者 が 手

形 と共 に 之 な銀 行i:ee出 す ろ ことLな つ て ゐ ろo



ば
な

ら
な

い
の
は
、
そ

の
銀
行

と
爲
替
豫
約

を
締
結

さ
せ
る

こ
と
で
あ

る
。
我
國

に
於

て
は
輸
出
手
形
は
多
く
外
貨
手
形
で
あ

る

翰

關
係

上
、
輸
出
業
者

は
爲
替
相

場
攣

動
危

瞼

の
員
澹
者

と
な
る
も

の
で
あ

る
が
、
こ
の
危
瞼
を
他

に
輻

嫁
す
る
た
め

に
は
爲
替

豫

約

を
締

結
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

輸
出
前
貸

を
行

ふ
銀
行

は

こ
の
場
合

こ
の
爲
替
豫
約
を
自
行

と
締
結
す

る

こ
と
及
び
そ

の
豫

約

額
は
前
貸

額
を

8
く
巽

す

る
ζ
と
を
條
件

と
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

さ

て
、
輸
出
業
者

の
立
場

か
ら

こ
の
方
法

に
よ
る
商

品
仕
入
金

融

の
實

釜
を
考
察
し

て
見

る

に
、
こ
れ
は
前

項
の
當

座
借
越

と

同
様

に
、
信

用
財
力
共

に
大
な
る
輸
出
業
者

に
は
仕
入
金
融
上
頗

る
利

便

の
多

い
方
法

で
あ
る
が
、
貿
易
金
融
機
關

の
利
用
を
最

も
要

求
し
つ

玉
あ
る
中
小
貿
易
業
者

は
未
だ
充
分

に
そ

の
利
便

に
浴

し
得
な

い
訣
陥

が
依
然

と
し

て
存
す
る
。

こ
れ

は
、
蓋

し
金

融
業
者

の
立
場
か
ら

O
器
象
け
因
昇

を
最
小
限
度

に
止
め
や
う
と
す
る
考
慮

に
基

く
當
然

の
結
果

で
は
あ
ら
う

が
、
我
國

の
貿
易
,

振

興
助
成

の
上
か
ら
、
よ
り

一
暦

こ
の
金

融
方
法

の

一
般

化
を

圃
る
必
要
が
頗

る
急
な
る
も

の
が
あ

る
と
信
す
る
。

切

其
他

の
仕
入
金
融
方
法

(以
上

の
外
、
輸
出
業
者

の
信

用
、
財
力

の
大
小

に
鷹
じ

て
種

々
の
仕
入
金
融
方
法
が
行
は
れ

て
ゐ
る
が
、
之

等
は
何
れ
も
そ

の

金
融
法
を
保
誰
す

る
捲
保

に
よ

つ
て
自

ら
制
約

を
受
け
る
も

の
で
あ
る
。
そ

の
種
類
を
墨
げ

て
見
る
と
次

の
如
く
な
る
。

㈲

信

用
貸励

㈲

憺
保
貸

誰
寡
類

・
定
期
預
金

・
信
用
歌
等
を
澹
保

と
す

る
も

の

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六
〇

一

14)前 出 ・p。561蓼 照o

IS)携 保 貸 の 種 類(DemandI・oans;TimeI・oans)及 び 据 保 の 性 質 に つ い てit,

Spalding,ibid.,PP・145-9蓼 旦資o



六
〇

二

ω

保

誰
人
連
帯

に
よ
る
前
貸

④

引

受
手
形
割
引

之
は
他
人
引
受

の
手
形
を
銀
行

で
割
引
き
資
金

を
得
る
方

法
で
あ
る
。

こ
の
方
法

の

一
と
し
て
、
欧
米
殊

に
英
國

に
於

て
利
用

率

の
大
な
る

切
節
碁

》
8
。営
碧
8

な

る
も

の
が
あ
る
。
我
國

に
於

て
は
未
だ
爽
達
す
る

に
至
つ
て
は
ゐ
な

い
が
、
將
來
、
世
界
貿

易
界

に
於
け
る
我
國

の
金
融
的
地
位
が
漸

次
向
上
す
る

に
及
ん

で
此
種

の
金
融
方
法

の
利
用
を
見
る
こ
と
で
あ

ら
う
。

こ
の
意

味

に
於

て
、
主

と
し

て
英

國

に
於
け

る
そ

の
利
用
方

法
及
び
現
歌

に
つ
い
て
述

べ
て
見

る
こ
と

玉
す
る
。

,
通
常

切
§
犀
》
8
。讐
碧

8

と
構
す
る
と
き
は

、
「
銀
行

引
受
手
形
」

の
意

で
、
之

は
爲
替
銀
行
と
楡
出
業
者

が

一
定

の
契
約

の

の

下

に
、
銀
行
が
輸
出
業
者

の
呈
示
す

る
輸
出

手
形

に
相
當
手
数

料
を
徴
牧
し

て
引
受
を
行

砺
、
か
く
し

て
そ

の
手
形
を
所

謂

切
き
『

》
。。。℃
壁
昌
。・
に
代

へ
て
、
之
を

一
般

割
61
市
場

で
低

率
に
割
6ー

せ
し
め

て
輸
出
金
融

の
便
を
享

受
さ
せ
る
方
法

で
あ
る
。
即
ち
こ
、

の
方

法

の
特
質
は

、
輸
出
手
形
が
振
出
行

爲
の
み
で
未

だ
手
形
上

の
債

務
關
係
を
獲

生
し
得
な

い
弱
黙

が
あ
る

の
を
銀
行

信
用

に

よ

つ
て
張
化
し
、
以

て
輸
出
金

融

の
便
を
開
か
ん
と
す

る
所

に
あ

る
。

從

て
こ
の
方

法
は
、
輸
出
入
業
者

及
び
銀
行

に
と

つ
て
相

五
に
有
利
な
方
法
と
言

ひ
得
る
。
何

と
な
れ
ば
、
輸
出
業
者

は
貨
物

わ

護

途
時

に
於

て
既

に
代
金

を

一
鷹

同
牧
し
得

て
、
資
金

の
蓮
用
を
圖

る
こ
と
が
出
來
る
と
共

ゐ
、
他
方

、
銀
行
は
貨
物
を
憺
保

と

し

て
或

は
之

に
輸
入
業
者

よ
り

の
支
佛
保
誰
を
も
得

て
安

全
な
る
貸
付
を
行

ひ
得
る
も

の
で
あ

る
。

叉
、
輸
入
業

者
は
代
金

を
船

の

積

書
類
引
換

に
支
梯

ふ
時

に
入
手
し
得

て
、
商
機

に
乗
じ

て
貨
物
を
輻
費
し
得
る
も

の
で
あ
勧
。

16)實 務 上 でlt,銀 行lt手 形 な 二 通 作 製 ぜ しめ,一 通 は 輸 入 業 者 宛 の もの で,船

覆 書 類 と共 に之 を 受 取 り,他 の 一 通 は 同 金 額 の もの で,自 行 宛 に振 出 さ し

あ て 之1:引 受 を 行 ひ輸 出 業 者 に 引 渡 す もの で あ ろ。(Spaldin9,TheFinance

ofForeigr)Trade,P,47.EIdridge,ibid.,P.94)'

17)Shenkman,ibid。,P.Io. 、

18)Eldridge,ibid.,p.g6.Spalding,TheFinanceofForeignTrade,pp.48--g.



米
國

に
於

て
は
、

一
九

一
二
年

の
聯
邦
準
備

銀
行
令
施
行

に
至
る
迄

、
こ
の
方
法

の
利
用
が
認
め
ら
れ
な

い
事

情

に
あ

つ

た

が
、
そ

り
後
金
融
市
場

の
基

礎
を
漸

次
確

立
す
る

に
至

つ
た
結
果

、
こ
の
金
融
方
法
も
近
時
利
用

せ
ら
る

玉
傾
向

に
あ
る
。

し
か

恥

、

も

、
製
造
業
者

の
金
融

に
大

い
に
利
用
せ
ら
れ

つ
玉
あ
る

の
は
注
目
す

べ
き

で
あ
ら
う
コ

し
か
し
、
英

國

に
於
け

る
利

用
額
に
比

す
れ

ば
勿
論

未
だ
比
較

の
域
ま

で
に
は
達

し
て
は
居
な

い
。

更

に
、
守

算

>
8
巷
富
ロ
8

を
利
用
す

る
方

法

に
、
前

述

の
も

の
と
態
様
を
異

に
し

て

》
8
①讐
器
8

0
需
隻

の
獲

行

に
よ

つ

て
行

ふ
も

の
が
あ
る
。
英
國

に
於

て
行
は
れ

て
ゐ
る
も
の
に
そ

の
種
類

が
凡
そ

三

つ
見
出
さ
れ

る
。

㈲

輸
出
業
者

の
た

め
に
輸
入
業
者

の
銀
行

が

>
8
ε
冨
昌
8

0
器
山
詳
を
獲
行
す

る
方
法

㈲

輸
出
業
者

が
自

己

の
た

め
、
銀
行

に

〉
。8
讐
き
8

ρ

。
鼻

を
獲
行

せ
し
む

る
方
法

ω

輸
入
業

者

が
自

己

の
た

め
、
銀
行

に

〉
。8
嘗
§
6・
O
需
ユ
詳

を
獲
行

せ
し

む
る
方
法

以
上

の
申
、
㈲
は
最

も
普
通

の
方
法

で
あ
る
が
、
㈲
は
輸
出
業
者

の
信
用
が
輸
入
業

者

に
比
し

て
よ

り

大

な

る

場
合

に
行
は

鋤

れ
、
ω

の
方

法
は

む
し
ろ
例
外
的

の
も

の
で
英
國

の
國
内
取
引

に
見
出

さ
れ

る
も

の
で
あ
る
。
之
等

に
就

て
の
詳
論
は
到
底
許

さ

れ
な

い
所

で
あ
る
が
、
英

國

に
於

て
否
、

ロ
ン
ド

ン
金

融
市
場

に
於
て
こ
の

望

募

》
。8
讐
き
8

が
割
引

の
た

め

。
{{巽

さ
れ
た

最
近

の
統

計

砂

。
ン
ド

ン
金
融
霧

の
立
役
者

を

目
　

..ξ

じ・
!

封
比
し

て
見

る
こ
と
が
・
ピ・
算

〉
§

舞

。
の
金

融
市
場

に
於
け
る
地
位
を
最
も
明
瞭

に
語

り
得
る
道

に
外
な
ら
な

い
で
あ
ら
う
。

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六
〇
三

Ig)

20)

21)

Eldridge,ibidっpp.gg-Ioo.

R,J.Trupti1,BrltishBanksandTheI・ondonMoneyMarket,1・ondon,
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四
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お
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日
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器
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田
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い
鴇

(
『
o
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国
碧
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捧
0
8
営

碧

囑
の

蓋

【

(
い
o
訳
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団
費
ま

鴫

国

房

(国
ぎ

訟
o
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一芭
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お

悼
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凱
9
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8

訳
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鴇

Q。

(
鶏

訳
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目
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皿
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現
金
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印
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)
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曾

N

輸
出
商
品
代
金

同
牧
方
法

と
し

て
の
現
金
前
彿
も
輸
出
商

品
仕
入
金
融

の
場
合

に
於
け
る
と
同
じ
く
次

の
三

つ
の
場
合

に
分
類

せ
ら
れ

る
が
、
代
金

同
牧
方

法
と
し
て
は
輸
出
業
者

に
と

つ
て
最

も
望
ま
し

い
方
法
で
は
あ
る
が
、
他
方

、
輸
入
業

者

の
側

か
ら

は
頗
る
不
利
な
方
法
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
從

つ
て
輸
出
商
品
仕
入
金

融

の
場
合

と
同
様

の
得
失

が
存
す

る
と

い
ふ

べ
き

で
あ
る
。

ω

註
丈

同
時
彿



㈲

註
文
時

一
部

支
彿

・
淺
金
逐

次
彿

㈲

積

出
地

に
於
け
る
船
積
書
類
引-
換
佛

恥

仕
向

地

に
於
け

る
船
積

書
類

引
換
佛

(之
は
仕
向

地
叉
は
そ

の
附

近

に
輸
出
業
者

の
支
店

又
は
出

張
所

が
駐
在
し

て
ゐ
る
場
合

に
多

く
行

は
れ
る
方
法

で
、
之
等

の
出

先
商
肚
宛

に
て
輸
出
商
品
表
彰

の
船
積
書
類

が
直
逡

せ
ら
れ

て
、
輸
入
業
者

は
之

等
の
呈
示
を
受
け

て
引
換

に
代
金
を
支
佛

ふ
も

の
で
あ
る
。

こ
の
方

法

に
依
る
と
き
は
、
輸
入
業
者
は
大
燈

に
於

て
事
實

上
前
佛
を
す
る

こ
と

玉
な
る
場
合

が
多

い
か
ら
前
梯

の

場
合

の
不
利
を
冤
れ

得
な

い
。
然

し
、
信

用
欣

獲
行
其
他
決

濟
上

の
費
用
を
省
く
こ
と
が
出
來

る
利
釜
も
看
過
す

る
こ
と
が
出
來

な

い
。
他
方

、
輸
出
業
者

の
側

か
ら
は
、
自

己
の
支
店

叉
は
出

張
店
を
通

じ
て
決
濟
す

る

の
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的

に
確
實
な
決

濟
を
行

ふ
こ
と
が
出
來

る
が
、
資
金

を
荷
爲

替

・
現
金
前

佛
等

の
場
合

に
比
し

て
固

定
す

る
不
利
釜
を
免
れ
る

こ
と
を
得
な

い
。

然

し
、

之
の
方
法
は
世
界
的

に
商
椹
を
握

つ
て
ゐ
る
商
肚
が
最

近

に
於

て
漸
次
利
用
し

つ

玉
あ
る
決
濟
方
法

で
、
決
濟
費

用

の
節

減

・
同
牧

の
確
實

と

い
ふ
瓢
か
ら
充
分

注
目
に
値
す
る
同
牧
方

法

で
あ

る
。

り

q

ク
リ
ー

ン
手
形

に
よ
る
代
金

同
牧

ク
リ
ー

ン
手
形
を
用

ひ
て
代
金

同
牧
を
行

ふ
場
合

に
は
二

つ
の
方
法

が
あ
る
。

一
つ
は
之

に
よ

つ
て
銀
行

に
代
金
取
立
依
頼

を

す

る
方

法
で
あ
り

、
他

の

一
つ
は

ク
リ
ー

ン
手
形
を
輸
出
業
者

が
振
出

し

て
銀
行

か
ら
前
貸
を
受
け

る
方
法

で
あ
る
。

第

一
の
取
立

に
よ
る
同
牧
方
法

に
於

て
は

、
代
金
同
牧
濟

の
通

知
が
依
頼

銀
行

に
海
外

の
支
店

叉
は

コ
ル

レ
ス
先

か
ら
到
達
し

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六
〇
五



六
〇
六

て
初

め
て
輸
出
業
者

に
支
佛
は

れ

る

も

の

で

あ

る
か
ら
、
取
立
が
行

は
る

」
迄

の
期
間

は
輸
出
業
者

の
資
金
固
定
を
免
れ
得
な

い
。

と
同
時

に
金
融
上

の
危
瞼
は
全
く
輸
出
業
者

の
員
憺

と
な
る
も

の
で
あ
る
。
故

に
、
こ
の
種

の
代
金

同
牧
方
法

は
或
特
種

の

場

合
、
例

へ
ば
取
引
淺

額
の
取
立
、
叉
は
見
本

・
標

本

の
や
う
な
小
額

の
貨
物
を
迭
付

し
た
場
合

の
代
金

同
牧
等

の
場
合

、
叉
は

輸
出
業
者

と
輸
入
業

者

と
の
取
引
關
係

が
頗

る
密
接

で
輸
入
業
者

の
信

用
財
力

に
つ
い
て
全
幅

の
信
頼

を
託

し
得

る
場
合
及
び
輸

'

.

勃

出
業
者

の
海
外

の
支
店

・
出
張
店

と
輸
入
業
者

と
が
連
絡
上
便
利

で
ク
リ
;

ン
手
形

を
呈
示
し
得
る

や
う
な
場

合
等
之

で
あ

る
。

第

二
の
ク
リ
ー

ン
手
形

に
よ
る
前
貸
方
法
は

、
銀
行
と

し
て
大

い
に
警

戒
す
る
所

で
あ
る
。
蓋

し
、
手
形

の
振
出

と

い
ふ
事
實

は

必
す

し
も
名
宛
人

に
封
し

て
法
律

的
債
樺

を
嚢

生
す

る
も

の
で
は
な
く
、
し
か
も

、
手
形

の
捲
保
と
な
る

べ
き
物
件
が
附
帯

せ

す

、
更

に
名
宛
人

の
信
用
状
態

及
び
支
彿
資
力
程
度

が
銀
行

の
熟
知
す

る
所
で
な

い
場
合

に
於

て
は

こ
の
種

の
手
形
は
頗
る
金

融

上

不
安
な
も

の
と
な

つ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く

て
、

こ
の
前
貸
方
法

に
よ
る
代
金
同
牧
方
法
は
輸
出
業
者

に
と

つ
て
は
頗
る
め

有
利
な
方
法

で
は
あ
る
が
、
信

用
財
力

大
な

る
極
め

て
少
数

の
業
者

の
み
に
許

さ
る

」
方
法

と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
観
。

蝕

に
於

て
、
輸
出
商

品
を
捨
保

と
す
る
輸
出

荷
爲
替

が

男
信
三
慧

高

を
持

つ
に
至

る
所

以
が
明
ら
か
と
な

つ
て
く
る

で
あ
ら
う
。

功

輸
出
荷
爲
替
取
組

に
よ
る
代
金

同
牧

ー

・

輸
出
商

、㎜
代
金

の
同
牧
方
法

に
は
種

々
あ

る
が
、
今
日
最

も
多
く
利

用
せ
ら
れ

て
ゐ

る
方
法
は
輸
出
荷
爲
替

に
よ
る
同
牧
方
法

、

で
あ
る
。
之
は

輸
出

商
品
を
憺
保
と
し

て
爲

替
手
形
を
振
出

し
、

こ
の
荷
付
爲
替

手
形

(∪
。
2
日
窪
9
蔓

∪
憲
ε

を
爲
替
銀
行

へ

費

買

の
形
式
を

以

て
譲
渡

し
て
そ

の
代
り
金

(国
ρ
島
毒
冨
包

を
受
取

る
方
法

で
、
運
縣
資
金

の
流
動

化
を
圖
る
上

に
於

て
輸
出
業

22)Gri缶n,ibld.,PP.279-281.

23)Gri伍11,ibid.,p.281.



者

に
と

つ
て
頗

る
有
利

で
あ
る

と
共

に
、
銀
行

に
と

つ
て
も
商
品
を
捲
保

と
す

る
た
め

O
器
傷
評
空
玲

の
減
少

叉
は
輻
嫁
上
大

い

に
安
全
な
前
貸
方
法

と

炉
ふ
こ
と
が
出

來
る
。
叉
輸
入
業
者

の
立
場
か

ら
見

て
も
、
現
金
前
梯

に
比

し
て
資
金

の
固

定
を
大

い
に

防
ぎ

、
手

形
の
引
受
叉
は

支
佛
後

に
船
積
書
類

を
入
手
し
得

て
商
品
到
着
前

に
他

に
鱒
費

し
得
る
利

釜
が
存
す

る
の
で
あ
る
。
蓋

し

、
國
際
貿
易

取
61

に
於
け
る
代
金

同
牧
方

法

の
選

揮
は
、
最

早

や
費
買
爾
當

事
者

の
意
志

・
希

望
内
容

の
み
で
は
決
し
難
く

、
,

今

日
の
國
際
貿
易
機

構

に
有
力

に
働

い
て
ゐ
る
爲
替
銀
行

の
存
在
を
は

つ
き
り
認
識
し

て
こ
の
三

つ
巴

の
調
和
黙

に
見
出

さ
れ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。

こ
の
観
鮎

か
ら
眺
め

る
と
き
、
輪
出

荷
爲
替

取
組

に
ょ
る
代
金

同
牧
方
法

は
之
等

三
當
事
者

に
と
つ
て
最

も

満

足
な
方

法
と
言

ひ
得
る

の
で
あ
る
。

輸
出
荷
爲
替

の
種
類
は
そ

の
附
帯
諸
條

件

に
よ

つ
て
色

々
な
分
類

が
行
は
れ

得
る
が
、
船
積
書
類

61
渡
條
件

及
び
信
用
状
附
帯

の
有
無

に
よ

つ
て
分
け

て
見
る
と
次

の
如
く
な

る
Q

)(e) (d) (c)(b)(a

参
着
梯
荷
爲
替
手
形
取
組

指
圖
書
附
参
着
梯
荷
爲
替
手
形
取
組

　酬
荷
爲
替
手
形
取
組

駄
荷
爲
替
手
形
取
組

信
用
状
附
荷
爲
替
手
形
取
組

㈲

の
参
着
梯

荷
爲
替
手
形
取
組

に
よ
る
代
金
同
牧
方
法
は
、
貨
物

が
手
形
よ
り
通
常
多
少

と
も
邊
れ

て
到
着

す
る
所

か
ら
輸
入

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六
〇
七



六
〇
八

業
者

に
と

つ
て
は

一
種

の
前
彿

に
鹿
す
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
こ
の
方
法
は

一
見

輸
出
業
者

に
と

つ
て
は
頗
る
有

利

の
如

く

で
は
あ
る
が
、
實

は
之

に
反

し
て
、
代
金
支
梯

に
先
立

つ
て
貨
物
獲
逡

が
行
は
れ

る
結
果

、
そ
の
運
逡
中

に
於
け
る
輸
入
業
者

の
資
産
状
態

の
攣
動
及

び
其
他

の
事
情

に
基

く
貨
物
引

取
拒
絶

の
危
瞼
員
澹
を
冤
れ

得
な

い
も

の
で
あ

る
。
し

か
も
、
支
彿
條
件

が
参
着

彿

で
あ

る
た
め
、

一
度
支
梯
拒
絶

と
な

る
時

は
未
だ
手
形
債
権

の
嚢

生

が
な

い
も

の
で
あ
る
か

ら
、
損
害
賠

償
請
求
を
な

す

こ
と
も
法
律
上
頗
る
困
難
と
な

る

の
で
あ

る
。
他
方
、
輸
入
業
者

は
貨

物
槍
査
前

に
代
金

支
彿
義
務
を
履
行
す

べ
き
も

の
で
あ

る
か
ら
、
貨
物
及
び
金
融
上

の
全
部
的
危
瞼

を
員
憺

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ

の
や
う
な
事
情
か
ら
、
國

に
よ

つ
て
は
貨
物
到

鋤

着
前
に
こ
の
種
手
形
の
支
佛
を
違
法
な
り
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

㈲
指
圖
書
附
参
着
梯
荷
爲
替
手
形
取
組

こ
れ
は
、
前
述
の
参
着
佛
荷
爲
替
手
形
取
組
の
場
合
に
於
け
る
、
貨
物
到
着
前
の
手
形
支
佛
要
求
の
不
便
を
遜
け
る
た
め
、
輸

鋤

出
業
者

か
ら
貨
物
到
着
後

槍
品

の
上

、
手
形

支
綿

呈
示
を
な
す
旨

の
文

言
挿
入

の
指
圖
書

を
添
附
し
た
も

の
で
、
之

に
よ

つ
て
輸

入
業

者
は
貨
物
到
着
前

支
彿
上

の
危
瞼

か
ら
全
く
冤
れ

得
る
も
の
で
あ

る
。

こ
の
や
う
に
商

品
到
着

の
上
、
船
積
書

類
と
引
換

に

鏑

支
佛
は
る

玉
手
形
を

》
三

く
巴

空
一一
と
構
す
る

の
で
あ
る
が
、
之

は
手
形
支
佛
義

務
獲

生
を
貨
物
到
着
時

と
關
聯

せ
し
め
て
、
貨

物
到
着

を
名
宛
人

の
手
形

支
彿
義

務
嚢

生

の
停

止
條

件
と
し

、
こ
の
條

件
不
履
行

の
場
合
は
名
宛
人

の
手

形
引
受
義

務
が
獲

生

し

な

い
特
質
を
も

つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
然

し
、
こ

の
手
形

に
は
そ

の
支
彿

期
日
が
貨
物
到
着
す

届
迄
決
定

し
な

い
鋏
黙
が
存

す

る
。
し
か
も
貨
物

の
遙
着
叉
は
不
着

の
場
合

に
於

て
は
全

く
手
形
上

の
法
律
問
題

が
生

じ
な

い
こ
と

製
な

る
。

こ

の
や
う

に
確

定

24) .Haas,ibid.,p.311.南 来 諸 國 の 申i:lt,力 八 る手 形 な 貨 物 到 着 前 に 輸 入 業

者1こ 呈 示 しな い慣 習 か 行 は れ て ゐ る もの が あ ろo(Horn,ibid.,P.592)

25)``Documentsagainstpay皿entofbillonarrivalofgoods,,の 如 き そ の 一 例

で あ ろ 。

26)H(nn,ibid.,P.593。ArrivalBil1に に 二 種 あ る。 貨 物 到 着 後.呈 示 と共 に

支 彿 ふ べ きStraightArrivalBillと,呈 示 後 一 定 期 間 内 に 支 携 ふ の な 條 件



的
な
満
期

日

(U
器

U
碧
・
)
を
鮫

い
て
ゐ
る
た

め
、
こ

の
種
手
形

の
裏
書

譲
渡

を
禁

じ

て
ゐ
る
國
す
ら
見
出
さ
れ
る
。

鋤

故

に
こ

の
手
形

に
よ
る
決

濟
方
法

は

一
般
的

に
は
行
は
れ

得
な

い
も

の
で
あ
る
が
、
輸
出
貿
易

の
商
策
上
之
を
行

ふ
場
合

に
於

て
は
・
通
常
幣

響

は
参
魏

手
形
を
奮

し
・
之
畳

物
到
着
時
に
そ
の
呈
示
を
な
す
べ
き
旨
の
丈
言
内
寧

有
す
る
歯

を
銀
行

に
與

へ
る
も

の
で
あ

る
。

ω
版

荷
爲
替
手
形
取
組

-

恥

(U
。
2
日
窪
誘

露

鴫
曙
日
①
暮
)
條

件

の
荷
爲
替
手
形

取
組

に
よ
る
代
金

同
牧
方
法
は

、
滲
着

彿
荷
爲
替

取
組

の
方
法

に
比
し

て
、
輸
出
業
者

の
代
金
同
牧
上

の
危
瞼

が
若

干
輕
減

せ
ら
る

玉
と
共

に
、
他
方

輸
入
業
者

に
封

し

て
も
幾
分

の
便
宜
を
與

へ
る
も

の
で
あ
る
。ラ

抑

々
、
恥

手
形

に
於

て
は
、
貨
物

到
着
前

に
手
形

の
引
受
を
得
た
上
は
若
し
不
渡

と
な

つ
た
場
合

に
於

て
も
、
手
形
債
灌

の
取

立
で
あ

る
か
ら
事
柄
は
比
較
的
簡
軍

で
あ

る
。
然

し
引
受
拒
絶

が
あ

つ
た
時

に
は
参
着
手

形

の
場
合

と
同

一
結
果

に
な
る
。

が
、

引
受
拒
絶

は
支
彿

拒
絶

に
比

し
て
頗
る
稀
と
云

ひ
得

る
。

輸
入
業

者

に
と
つ
て
は
、
危
瞼

の
度

は
参
着
彿
荷
爲
替
取
組

の
場
合

と

殆

ど
同

一
で
は
あ
る
が
、
恥

の
場
合

に
於

て
は
期

日
に
必
す

し
も
支
彿
を
な
す
必
要

が
な
く
、
商
機

が
到
來

し
た
時
叉
は
共
他

の
の

理
由

で
期

日
前

に
手
形
支
佛
を

な
し

て
、
船
積
書
類
を
入
手
す
る
習
慣

が
各
國

に
行
は
れ

て
ゐ
る
勲

に
於

て
異

る
も

の
で
あ
観
。

時

に
は
引
受

の
た
め
の
呈
示
が
、
貨
物
槍

査
後

に
於

て
な
す

べ
き
條
件
を
附
帯
す

る
こ
と
も
あ
る
。

次

に
、
こ
の
恥

荷
爲
替
手
形
は
如
何
な

る
場
合

に
冊

ひ
ら
る

玉
も

の
で
あ

る
か
。
學

げ
得
ら
る

曳
主
な
る
場
合
は
次

の
四

つ
で

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六
〇
九

とす ろTimeArrivalBil1と が 之 で あ ろ0

27)主 と して 来 國 に於 て 劉 南 来 取 引 に 用 ひ られ て ゐ る。

28)``Paymentbysightdraftbutnotuntilarrivalofgoods.　 の如 き その 例 で あ

る0

29)満 期 日前1:DIP手 形 彪 支梯 ふ揚 合 に割 戻 され ろ金 額 葎Rebateと 構 す ろoそ

の寧 に一般 に その當 時 の 割 引率 」こふつ て異 る。(1.B.Cross,Domesticand



六

一
〇

鋤

あ
る
。

侮

名

宛
入
(
輸
入
業
者
)
の
信
用
状
態

が
充
分

知
ら
れ
な

い
か
、
叉
は
知
ら
る

玉
も
良
好
な
り

と
は
考

へ
得

ら
れ
な

い
場
合

㈹

代
金

同
牧

上

の
危
瞼

が
普

通
以
上

の
場
合

㈹

輪
出
商
品

が
損
敗
性
を
有

す
る
場
合

㈲

清
費
市
場

の
商
品
費
行

が
速
か
な
る
場
合

即

ち
、
之
を
要
約
す

る
と
、
封
人
信
用

・
商

晶
態

様
及
び
市
場
態
様

か
ら
考
察

せ

ら

る

べ
き

も

の

で
、
例

へ
ば
米
國

に
於

て

は
孟
買
向

の
メ
リ

ヤ
ス
類
喩
出

に
は

日
附
後
九
十

日
梯

伽

手

形
を

取
組
む

の
が
通
例

で
あ
る
が
、
之

は
消
費
市
場

と
し
て
の
孟
買

、

1

が
こ

の
支
彿
條
件

に
適
す

る
程

の
消
化
力
を
有

し

て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
然

る
に
。
切
潟
。
冨

(
南
米

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
國
首
府
)

へ
の

罐
詰
幣

に
竺

覧
後
九
+
日
疏

手
形
叢

組
ま
れ
る
薯

で
あ
る
。
之
崔

・署

が
裟

能
力
弱
且

罐
詰
が
メ
リ
ヤ
ス

鋤

類

の
如
く
速

か
に
治
化

せ
ら
れ
な

い
た
め

に
外
な
ら
な

い
。

更

に
、
恥

荷
爲
替
手

形
と
駆

荷
爲

替
手
形

と
を
封

照
し

て
、
爲
替
銀
行

の
立
場

か
ら
考
察

し

て
見

る
と
、
銀
行

に
と

つ
て
は
、

恥

手
形
が
遙

か
に
有
利

で
あ
る
。
と

い
ふ
の
は
、
銀
行

は
先

づ
甑

手
形
を
割
61
く

に
當

つ

て
は
、
そ

の
手
形

の
信
用
を
充
分
調
査

し

て
之
を
買

取
り
之
を
割
引
市
場

で
手
形
仲
介

人
を
通
じ

て
有
利
な
率

で
再
割
引
を
行

ふ
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ

る
。
之

に
反

し

て
、
恥

手
形

は
再
割
引

の
目
的

に
は
寧
ろ
不

適

當

と

い

ふ

べ
き

で
、
銀
行

は
満
期

日
叉
は
手
形
引
受

人
が
之
を
満
期

日
前

に

鋤

器
昏

①
す

る
ま

で
所
持
す

る

の
鯨
儀
な
き

に
至
り
資
金

の
運
用
を
圓
滑

に
な

し
得
な

い
か
ら

で
あ
る
。

ForeignExchangeTheoryandPractice,NewYork,1923,P・144)然 し

英 國 に 於 て は 慣 脅 上JointstockBanksがshortDepositsに 劉 し て 支 梯 ふ

利 率 よu帰%高 い の が 普 通 で あ ろo(W.F.SpaldiT19,ForeignExchangeand

Foreign}lillsinTheoryandinI)ra.ctice,1・ondon,1gthEd・,ig33,P・295・

Cross,ibid.,P.144)

30)Cross,ibid.,p.145.Spalding,TheFinanceofForeignTτade,p.44。



④
%

荷
爲
替
手
形
取
組

こ

の
方
法

に
よ

る
代
金

同
牧
方
法
は
、
輸
入
業
者

が
手
形

の
呈
示
を
受
け

て
引
受
け
れ
ば
、
直

ち

に
船
積
書
類

を
交
付

せ
ら
れ

る

も

の

で
あ

る

か

ら
、
商

晶
到
着
前

に
輻
費

を
な
し
得
、
叉
商
品
到
着

と
共

に
引
取
を
な
し
、
無
用

の
費
用
支
彿

の
必
要

も
な

く

、
輸
入

品
を
費

捌

い
て
之
を
資
金

化
し
、
後
之

を
手
形

の
支
彿
資
金

に
充

て
得

る
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
輸
入
業
者

の
立
場

ラ

か
ら

は
、
恥

手

形

の
場
合

よ
り
も
頗

る
有
利
な
決
濟
方

法

で
あ
る
と

い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然

し
、
翻

つ
て
、
輸
出
業
者

の

側

か
ら
考
察
す

る
と
代
金

同
牧
上
勘

か
ら
ざ
み
危
瞼

に
曝
さ
る

玉
も

の
で
あ
る
。
蓋

し
、
輸
入
業

者

が
手

形
を
61
受
け

て
船
積
書

類

を
入
手

し
、
満
期

日
に
至

つ
て
萬

一
支
梯
拒
絶
す
る
場
合

に
は
、
振
出

人
た
る
輸
出
業
者

は
手
形
買

取
銀
行

に
封

し

て
償
還
義

務

を
員
澹
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

故

に
、
こ

の
條
件
を
輸
入
業
者

に
許

容

す

る

た

め

に

は
、
原
則

と
し

て
、
輸
入
業
者

の
信
用

が
大

で
あ
る
こ
と
を
條

件

と
す

る
。
實
務
上

に
於

て
も
、
銀
行

は
こ

の
種

の
手
形
買
入

に
際

し
て
は
、
頗

る
愼
重
な
る
取
扱
を
す
る
も

の
で
、
名

宛
人
た
る
輸
入

業
者

の
信

用
程
度
を
第

一
要
件
と
し
、
之

に
振
出
人
た
る
輸
出
業
者

の
信
用
及
び
財

力
が
重
要
な
條
件

と
な
る
も

の
て
あ

る
。
蝕

に
於

て
、
輸
入
業
者

の
支
彿
資

力
叉
び
能
力
を
保
誰
す

る

H
蕊
任歪
日
・暮

と
し
て

の
信
用
歌

の

§
凶ω8

傷
.窪
器

が
生
じ

て
く

る
の

で
あ
る
。

㈲
信

用
状
附
荷
爲
替
手
形

取
組

輸
入
業
者

か
ら
輸
出
商
品
代
金

同
牧
を
得
る

た

め

に
輸
出
業
者

が
輸
入
業
者
宛

に
振
出
す
爲
替
手
形
は
所
謂

目
養
号

国
一一
の

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六

一
一

31)

32)

Eldridge,ibid.,p.III,

Eldridge,ibid.,p.rIo.

Spa]din9,ForeignExchangeandForeignBills,P・295・Cross,ibid・,P・145・

然 る に 濁 逸 に 於 てltD/P手 形 なOpenMarketで 割 引 く こ とll必 ず し も 異

修Uて"(t7よ いo(CrQss,ibid.,P・145)



六

=

一

代
表
的
型

の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
途
状
金

額
を
銀
行

が
常

に
買
取
る
と
は
限

ら
な

い
も

の
で
あ
る
。

そ

の
商

晶
の
態
様
、
殊

に
も
値
段
墾
動

の
態
檬

、
名
宛

人

・
振
出

入

の
信
用
財
力
等

が
主
要
な
る
考
慮
條
件

と
な

つ
て
く
る
。

鼓

に
於

て
、
七
割
乃
至
九

割
と

い
ふ
内
爲
替

が
取
組
ま
れ

る
こ
と

」
な

る
も

の
で
あ
る
。
然

し
、
輸
出
業
者

の
立
場

か
ら
は
、

資
金

運
用
上
頗

る
不
満

足
な
代
金

同
牧
法
と
言

は
な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
そ

こ
で
今

日
世
界

の
貿
易
界

に
於

て
、
食
料
品

・
原
料

鋤

品

.
牛
製

品
の
貿
易

取
引
代
金

同
牧
方
法
上

に
信
用
駅
が
利
用

せ
ら
る

」
に
至
り

、
手
形
買

取
銀
行
を
し

て
名

宛
人

に
封
す
る
資

力
上

の
不
安
を
抱

か
し
む
る
こ
と
な

く
、
叉
輸
出
業

者
も
貨
物
積
逸

と
共

に
代
金

同
牧
を
な

し
得
る
利
釜

に
浴
し
、
他
方
輸
入
業

者
も
資
金

の
固

定
を
防
ぎ
得
る
利
便
を
有
す

る
も

の
で
あ

る
。
之

れ
即
ち

目
罠
浄

9

巴
詳

を

切
9
爵

O
器
舞

に
轄

化
せ
し
め
る

こ
と
か
ら
生
す
る
経

濟
的
機
能

に
外
な

ら
な

い
の
で
あ
る
。

信
用
歌

の
種
類
は
色

々
の
立
場

か
ら
分
類

せ
ら
れ

る
が
、
そ

の
保

誰
限
度
か

ら

見

て

因
。
<
。
爵
げ
げ

い
葺

興

亀

O
器
匹
律

及
び

鋤

H
『器
く
。
8
げ
♂

い
葺

巽

亀

O
器
住
評

の
二

つ
に
大

別

し

得

る
。

し

か

も

、
今

日
貿

易

界

に
於

て
は

い
葺

魯

鑑

○
器
象
け
と

言

へ
ば

、

しd
鎖
昌
犀
巽
ω
.
∪
。
2

日
窪

富
曼

い
簿
8
H
鑑

O
H①
岳
ぼ

の
意

味

に
用

ふ
る

こ

と

が
最

も

普

通

で
あ

る
。

さ

て
↓

通

例

、

輸

入
業

者

の
依

頼

に
基

い

て
獲

行

せ

ら
る

製

「
銀
行

荷
爲

替

信

用

状

」

の
申

、
「
取

消

可

能

」
(菊
。
〈
。
8
甑
。)
と

「
取

消

不
能

」
(岸
器
く
9
壁

。)
の
二

種

が
貿

易

界

に
於

て
如

何
様

に
利

用

さ
れ

て
ゐ

る

か

を
多

少
實

誰

葡

に
考
察

し

て
見

や
う

。

幻
⑦
く。
8
匡
。
い
①
蓉
自

鑑

O
器
象
け
は

頃
窪

㊦』三
帥
還

た

る

輸
出

業

者

と

O
窟
昌
ぎ
㈹
切
き

犀

と

の

間

に
、

手

形
買

取

上

の
猫

立

的

保

讃
契

約

な

る
も

の
が
存

在

し

て
む

な

い
た

め
、
岸
器
く
。
n昌
τ

い
舞

自

9

0
H
巴

謬

に
比

し

て
、
輸

出
業

者

に
と

つ

て
は
代

金

圖

33)Shenkman,ibid..P.13,Eldridge,ibld.,PP.76-7.

34)``Revocable",`'lrrevocable"と``Confirmed","Unconfirmecl"と の 名 僻 使 用 上 の

差 異 は 今 日 殆 ど 認 め ら れ て ゐ な い 。Thelnternationa1ChamberofCommerce

は"Con丘rmed',,``Unconfirmed',の 優 用 な も 認 め て ゐ う が"Rcvocab!e",``lrre-

VoCable"と い ふUnaml)iguoustermカ:漸 次 使 用 ぜ ら れ つkあ る 傾 向 が 見 ら

れ ろo(S.E.Thomas,ThePrinciplesandArithrneticofForeignExchange,



牧
上

の
危

瞼

が
頗

る
大
な

る
も

の
で
あ
る
β
然
し
、

..寄
く
。
$
痔

..
に
於
け
る
信
用
状
取
消

の
危
瞼

は
、
貨
物
護
迭
時
と
手

形
買

取
依
頼
時

と
の
聞

に
於
け
る
も

の
が
最
も
輸
出
業
者

に
不
利
を
招
く
も

の
で
あ
る
が
、
か

曳
る
場

合

に
於

て
は
彼
は

「
蓮
逡
中

の

貨
物
差
止
椹
」
(空
讐

門
。
幽
。。
8
箸
お
。
冒

け養
昌
ω
巨

)
を
行

使
し
得

る
を
普
通
と
す
る
か
ら
、
こ

の
危
瞼

は
大
部
分
冤

か
れ

得
る
も

鋤

の

で
あ

る

。

叉

.勇
・<
。
8
げ
司

、
の
も

の
は

.。岸
器
く
。
8
三
。..
た

比

し

て
、
獲

行

手
撒

料

及

び
護

行

資

金

の
利

息

の
支

梯

上

に
於

て

勧

'

相

當

程

度

の
節

約

を

な

し

得

る
も

の

で
あ

る

。
從

つ

て
、
理
論

上

か

ら

は

、
..聞
器
ぎ

8
窪
。
、、
の
も

の
が
最

も
代

金

同
牧

上

か

ら
見

て
安

全

な

る
も

の

で
あ

る

に
も
拘

ら
す

、
實

際

上

に
於

て
は

.弟
①<
。
雷
三
・
、、
の
も

の
が
勘

か

ら
す

利

用

さ
れ

て

ゐ
る

の

で
あ

る

。

目
く
聾

氏

の
調

査
獲

表

に
よ
れ

ば

、

一
九

二

四
年

秋

に

O
名

①魯

茜

3

に
於

け

る

一
銀

行

の

取
扱

に
係

は

る
信

用
歌

一
三

五
通

中

、

九

二
通

が

(
即

ち

六

八

%
)

が

.勇
①
く
。
B
三
・
.、
ζ

O

で

あ
り

、

し

か
も

、

こ

の

=

二
五

通

申

の
四

五
通

は

い
。
巳

。
昌

の
銀

行

か

・

覇

ら
獲

行

せ
ら
れ

た
も

の
で
、
そ

の
中
四
三
通

(
即
ち
九

五
%
)
は

..園
。
く
。
8
甑
軋
、
で
あ

つ
た
と

の
こ
と
で
あ

る
。

こ

の
種

の
調
査

は
頗

る
困
難
な
事
柄

に
屡

し
、
そ

の
商

品

の
態

様

・
輸
出
入
國

の
慣
習

等
に
よ

つ
て
異

る
こ
と
も
勘
く
な

い
も

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
を
以

て

..閑
⑦
く
。
9
げ
司
、
の
利
用
率

が
大

で
あ
る
と
は
速
断
す

る
こ
と
は
許
さ
れ

な

い
が
、
こ
の
實
際

界

に
於

け

る
利
用
上

の

趨
勢

の

一
端
を
示
す
材
料

と
は
な
り
得

る
と
考

へ
ら
れ

る
。

故

に
、
平
常
時

に
於

て
は
、
こ

の
種

の
信
用
歌
は
吾

人

の
想
像

し

て
ゐ
る
敷

よ
り
遙
か

に
多
く
利
用

せ
ら
れ

て
ゐ
る
も

の
で
、

殊

に
も
輸
出

入
業
者
聞

の
取
引
が
確
實
な

る
基
礎

の
上

に
多
年
螢
ま
れ

て
ゐ
る
場

合

に
於

て
は
、
何
等

の
懸

念
な
く
之

が
利
用

せ

ら
れ

て
ゐ
る
も

の
で
あ

る
。
口
く
蔦

氏

の
如
き
は

こ
の

、弟
。<
。
$
露
。
ご
ピ
＼O

の
獲
行

こ
そ
輸
入
業
者

の
信
用
歌
態

の
確
實
性
を
物

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六

二
二

35)

36)

37)

Ix)ndon,Ig34,P.511)

Thomas,ibid.,P.513.

V・Hvidt,Bai〕kers,Credits,P,Io・Thomas,ibid.,P.5i3.

Hvit,ibid.,p.g.来 國 に於 てlS[,英 國 に 於 け る よ り も"lrrevocable"が 多 く

利 用 ぜ られ つLあ ろ と,Hvit氏 に 構 してNewYork」 こ於 て 蛮 行 ぜ られ7こ

信 用 状28i通 中16通(即 ら57%)カ ミこの 種 の もの ぐ あ つ た と爽 表 して ゐ るo



六

一
四

鋤

語
る
誰
左
な
り
と
論

じ

て
ゐ
る
。
然
し
、
之
は
常

に
然
り

と
は
言

ひ
難

い
が
事
實

の

一
面
を
表

は
し

て
ゐ

る

こ

と

は

否
ま
れ

な

い
。
か

の
大
職
直
後

に
於

て
、
貿
易
業

者

(
交
戦
國

)

の
信

用
歌
態

が
動

揺
し
た
場
合

に
於

て
は
、
..岸
器
く
。
$
甑
・
..
い
＼O

の
嚢

行

が
頗

る
増
加

し
た

こ
と
は

一
般

に
知

ら
れ

て
ゐ
る
所

で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
大
職

を
契
機

と
し

て
、
各
種

の
新

企
…業
が
勃
興
し
貿

易
商
品

の
態
檬

・
市
場
態
檬

の
攣
遷

の
結
果

、
貿
易
業
者

殊

に
も

輸
入
業

者

の
信
用
財
力

に
つ
い
て
の
確
實
な
る

O
嘗
三
8

を
知

り
得
な

い
た

め
、
こ

の
種

の
信
用
歌

が

一
時
的

に
も

せ
よ
貿
易
金
融
界
を
風
靡

し
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な

い
が
、
他
方
、
漸

次
商
業
信

用

の
正
常

化
と
共

に
、
.弟
・<
。
8
げ
冗
、
い
＼O

の
利

用
率

が
高
ま
り

つ

玉
あ
る
こ
と
も
看
過
し
得
な

い
所

で
あ
る
。

珊

信

用

貸

(○
娼
窪

切
。
。
吋
>
8
。
巨

叶)

(代
金
同
牧
方

法
と
し
て
は
、
最

も
信

用
大
な

る
輸
入
業
者

に
封

し
て
行

ふ
か
、
叉
は
輸
出
入
雨
業

者
聞

の
取
引
額
が
略

々

切
㌣

一§
8

を
保

つ
て
ゐ
る
場
合

、
又
は
蓮
績

的
取
引

が
螢
ま
れ
、
而
も
輸
入
業
者

の
信

用
頗

る
厚

い
場

合
等

に
行

は
る

玉
も

の
で
あ

翻
・
こ
の
方
法
に
あ
つ
て
は
・
船
薯

讐

輸
入
業
者
置

邊
し
て
・
そ
の
代
金
腰

は
定
期
的
に
輸
入
響

か
蓬

金
せ
し
む

る

か
、
叉
は
ク
リ
ー

ン
手
形

に
よ
る
取
立

に
♪

つ
て
行

ふ
悉

の
で
あ
る
。

こ

の
方

法
は
、
輸
出
業

者

に
と
つ
て
は
、
最

も
不
安
な
る
同
牧
方

法
と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
殊

に
も
遠
く
國
を
隔

つ
る

貿
易

取
引

に
於

て
は
然

り
で
あ

る
。
然

し
、
輸
入
業
者

に
と

つ
て
は
、
輸
入

品

の
金
融
上
最

も
理
想
的

の
決
濟
方

法

で
あ
る
。
便

格
攣
動

の
激
し

い
商

品
、
爲
替
相
場

の
攣
動
激

し
き
時
に
於
け
る
取
引
等
に
於

い
て
最

も
有
効

に
利

用

せ

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

胸
・
會

に
於
て
は
・
先
づ
貿
叢

引
に
於
け
る
決
濟
方
法
と
し
て
は
限
ら
装

鶴

に
於

て
行
は
る

え

過
ぎ
な
い
も
の
で

38)Hvidt,ibid.,P.Io.

39)Griffin,ibid。P.275.来 國 に 於 てCanada,Cuba,Mexico及 びUnited

Kingdomlこ 野 して,製 造 業 者 が 用 ひ て ゐ ろ 回 牧 方 法 で あ る。

40)GriMn,ibid.,PP.273-4.



あ

る

。

五

、

結

葺玉
口自

 

以
上

、
数
節

に
亙

つ
て
、
貿
易
金
融
危
険

の
蒋

嫁
過
程
を

歴
史
的

に
概
観

し
、
貿
易
金
融
方
法
決
定
要
因

の
吟
味
を
行

ひ
、
共

後

に
於

て
主

と
し

て
輸
出
貿
易
金

融
方
法

の
商
學
的
考
察

を
試

み
た
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以

て
総

て
の
輸
出
金
融
方
法

の
吟

味
を
な

し
得
た

と
は
考

へ
ら
れ
な

い
が
、
筆
者

が
狙

つ
た
黙

は
、
從
來

こ
の
種

の
考
察

が
主
と
し

て
金
融
方
法
自

髄

と
し

て
の
み

観
察

さ
れ

て
き
た

こ
と
、
即
ち
市
場

・
商
品
態
様

と
關
聯
を
持
た
し
む
る
こ
と
な
く
抽
象
的
な
考
察
を

下
し
た
鐵

に
何
等
か

の
補

正
的
な

貢
献
を
な
し
た

い
と

い
ふ
所

に
存

し
た

の
で
あ
る
。

時
代

は
移

る
。
國
際
貿
易

の
舞
豪
も
亦
瞬

時
た
り
と
も

止
る
こ
と
を
許

さ
れ
得
な

い
。
さ
し
も
、
金
城
鐵
壁
を
誇

つ
た
金
本
位

プ

ロ
ツ
ク
も
途
に
落
城

の
運
命
を
見

る

に
至

つ
た
。
國
際
貿
易

事
情

は
ま
た
何
等

か

の
形

に
於

て
攣
遜
過
程
を
辿

る
で
あ
ら
う
。

そ

の
度
毎

に
、
輸
出
入
業
者

の
努
力

は
常

に
圓
滑
な
る
取
引

の
途
行

に
集
申

せ
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。
世
界
貿
易
金
融
機
構
は
畢

寛
す

る

に
、
剴
。
凌
。
蓄

誘

と

ピ
①民
2
。・
と

の

]≦
2
曙
西
。
或
自

&

と
も
言

ふ
べ
き
で
あ
る
。
爲
替
銀
行

に
よ

つ
て
供
給

せ
ら
る

玉

O
需
爵

の
源
泉

は
各
國

民

の

◎。
碧
言
鵯

及
び

ぎ
く
㊦。・§

・。暮

か

ら
送
り
出

る
も

の
で
あ

り
、
之
等

の
資
金

は
色

々
の
形
式

過
程
を

踏

ん

で
貿
易
業
者

に
貸
付
け
ら
る

玉
も

の
で
あ
る
。
故

に
、
貿
易
金
融
界

に
生
す

る
障
碍
は
直

ち

に
以

て
各
國

の
國
民
経
濟
機
構

貿
易
金
融
方
法
の
商
學
的
考
察

六

一
五



六

一
六

に
影
響
を
波
及

せ
す

に
は
お
か
な

い
も

の
で
あ
る
。

こ
の

一
連

の

庸
葵

こ
そ
國
民
的
道
徳
向
上

と
貿
易

の
振
興
と

に
よ

つ
て
完

全

に
擁
護
す

べ
き
も

の
で
な

け
れ

ば
な

ら
ぬ
。

(
一
九
三
六

・
一
〇

・
五
)




